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感謝 ありがとうございました
市長退任あいさつ

　この度、１月３１日をもちまして、任期を１年１０ヵ月残し、４期１４
年余にわたる甲州市長の職を退任することといたしました。
　私自身７５歳を迎え、年齢を重ねることで感じる「身体の衰え」を考慮し、
この先の甲州市長としての在り方について、思いを致すようになりました。
　特に、本年は甲州市制施行１５周年の節目であり、世界農業遺産認定へ
の挑戦、東京オリンピック・パラリンピック関連事業などの施策推進によっ
て、農業や観光振興など、交流促進が期待できる年であります。
　この好機ともいえる節目の年だからこそ、「私事の理由で公務に支障をき
たし、市政を停滞させることはできない」と判断した上で、「甲州市の未来」
を次世代の皆様に託す決心をいたしました。
　皆様方の温かいご厚情とご支援に深く感謝を申し上げます。本当にあり

がとうございました。　　　令和２年１月　甲州市長　田辺　篤

　

顧
み
れ
ば
、
平
成
17
年
11
月
１
日
、

塩
山
市
、
勝
沼
町
、
大
和
村
の
市
町
村

合
併
に
よ
り
「
甲
州
市
」
が
誕
生
い
た

し
ま
し
た
。

　

私
は
初
代
市
長
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
新
市
発

展
の
財
産
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
す
べ
き
か
を

常
に
考
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

多
く
の
方
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

「
豊
か
な
自
然 

歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た

果
樹
園
交
流
の
ま
ち
」
を
本
市
の
将
来

像
に
掲
げ
、「
市
民
の
安
寧
と
幸
せ
」
を

願
い
、
そ
の
調
和
と
協
調
に
意
を
注
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
全
国
屈
指
の
フ
ル
ー
ツ
王
国
」「
日

本
を
代
表
す
る
ワ
イ
ン
産
地
」「
県
内
一

の
文
化
財
の
宝
庫
」「
武
田
家
の
聖
地
」

「
甲
州
ア
ル
プ
ス
」
な
ど
、
本
市
に
与

え
ら
れ
た
多
く
の
称
号
や
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
物
語
る
よ
う
に
、
近
年
、
日

本
は
も
と
よ
り
世
界
各
国
の
観
光
客
が

年
々
増
加
し
、
今
で
は
年
間
３
０
０
万

人
を
受
け
入
れ
る
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
観
光
地
と
し
て
成
長
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
や
健
康
福
祉
、
学
校

教
育
や
生
涯
学
習
、
都
市
整
備
や
防
災

基
盤
な
ど
、
市
民
生
活
に
お
け
る
施
策

や
事
業
の
充
実
か
つ
強
化
が
進
み
、「
誰

も
が
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
実
感
で
き

る
甲
州
市
づ
く
り
と
し
て
の
歩
み
は
、

着
実
に
前
進
し
て
き
た
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
平
成
か
ら
令
和
」
へ
と
な
っ
た
新
時

代
と
と
も
に
、
市
制
施
行
15
周
年
を
迎

え
る
２
０
２
０
年
。

　

こ
れ
か
ら
の
新
時
代
は
、
子
ど
も
た

ち
や
若
者
、
お
年
寄
り
の
満
ち
溢
れ
る

笑
顔
や
元
気
に
よ
っ
て
「
甲
州
市
の
未

来
」
が
創
り
出
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
ひ
と
り
の
市
民
と
し
て
、
そ

の
未
来
へ
の
創
造
を
見
守
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
甲
州
市
の
さ
ら
な
る
発
展

と
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

「市民の安寧と幸せを願い」着実に前進した甲州市づくり
～甲州市の「未来」を次世代に託す～
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●
第
１
期

平
成
17
年
11
月　
初
代
甲
州
市
長
に
就
任

平
成
18
年
４
月　
神
奈
川
県
大
和
市
と
友
好
都
市
協
定

締
結

　
　
　
　
８
月　
甲
州
市
子
ど
も
憲
章
制
定

　
　
　
　
10
月　
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
ボ
ー
ヌ
市
と
姉
妹

都
市
協
定
締
結

　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
富
津
市
と
友
好
都
市
お
よ
び

災
害
時
相
互
援
助
協
定
締
結

　
　
　
　
11
月　
甲
州
市
市
民
憲
章
制
定

　
　
　
　
12
月　
景
徳
院
「
武
田
勝
頼
の
墓
」
か
ら
経

石
出
土

平
成
19
年
５
月　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
オ
ワ
州
エ
イ

ム
ズ
市
と
友
好
都
市
協
定
締
結

平
成
20
年
３
月　
第
１
次
甲
州
市
総
合
計
画
策
定

　
　
　
　
12
月　
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
条

例
制
定

平
成
21
年
３
月　
甲
州
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定

●
第
２
期

平
成
22
年
１
月　
Ｋ
Ｏ
Ｊ
甲
州
ワ
イ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
６
月　
甲
州
市
役
所
新
本
庁
舎
完
成

　
　
　
　
11
月　
市
民
の
歌
「
み
の
り
の
風
、虹
の
丘
」

制
定

平
成
23
年
４
月　
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
を
拡
大

　
　
　
　
７
月　
甲
州
市
就
農
定
着
支
援
制
度
推
進
事

業
開
始

平
成
24
年
12
月　
甲
州
市
景
観
計
画
策
定
、
景
観
条
例

制
定

●
第
３
期

平
成
26
年
４
月　
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
中
学

校
３
年
生
ま
で
拡
大

　
　
　
　
　
　
　
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
実
施

　
　
　
　
　
　
　
全
国
ブ
ド
ウ
産
地
協
議
会
設
立
、
第

１
回
全
国
ブ
ド
ウ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
　
　
　
７
月　
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
　
　
　
10
月　
産
前
・
産
後
マ
マ
の
ほ
っ
と
ス
ペ
ー

ス
開
所

　
　
　
　
　
　
　
甲
州
ワ
イ
ン
で
乾
杯
条
例
施
行

平
成
27
年
７
月　
首
都
圏
甲
州
市
県
人
会
設
立

　
　
　
　
10
月　
甲
州
中
央
防
災
広
場
「
塩
む
す
び
」

完
成

　
　
　
　
　
　
　
峡
東
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議

会
設
立

平
成
28
年
２
月　
甲
州
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
策
定

　
　
　
　
８
月　
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
事
業
完
了

平
成
29
年
３
月　
甲
州
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

認
定

●
第
４
期

平
成
30
年
３
月　
第
２
次
甲
州
市
総
合
計
画
策
定

平
成
31
年
３
月　
第
２
次
甲
州
市
健
康
増
進
計
画
・
第

３
次
甲
州
市
食
育
推
進
計
画
策
定

令
和
元
年
６
月　
甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

決
定

　
　
　
　
10
月　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　
フ

ラ
ン
ス
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
事
前

キ
ャ
ン
プ
実
施
協
定
締
結

田

辺

市

政
　
14

年

間

の

歩

み

アメリカ合衆国アイオワ州エイムズ市と友好
都市協定締結

景徳院「武田勝頼の墓」から経石出土甲州市役所新本庁舎完成

第１回全国ブドウサミット開催甲州ワインで乾杯条例施行東京２０２０オリンピック事前キャンプ実施
協定締結
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【期日前投票】投票日当日、都合により投票できない方は期日前投票ができます。
◎期　間　２月３日（月）～８日（土） 午前８時３０分～午後８時
◎投票所　甲州市役所本庁舎 １階 市民ギャラリー／
　　　　　勝沼防災センター／大和公民館

※山梨県議会議員補欠選挙は、２月１日（土）から期日前投票が始まります。なお、２月
１日（土）・２日（日）は、塩山会場のみで実施となります。
※告示日において、立候補届出者数がそれぞれの定数を超えなかった場合は、無投票とな
ります。（選挙は行われません）
※期日前投票は、住所に関係なく、いずれの投票所でも投票ができます。
※期日前投票の際に提出が必要となる「宣誓書」の様式は、甲州市ホームページからもダ
ウンロードできます。

【投票所入場整理券について】
◎圧着式のはがきで２月２日（日）以降、順次
郵送します。
◎４人以下の世帯は１枚、５人以上の世帯は複
数枚となります。
◎各自、切り離してご本人の入場整理券を確認
の上、投票所へ持参してください。
◎入場整理券が届いていない場合や紛失した場
合でも、選挙人名簿に登録されていれば投票
することができます。本人確認できるもの（運
転免許証、保険証等）をお持ちの上、投票所
で係員に申し出てください。
※甲州市長選挙、甲州市議会議員補欠選挙は、
市外へ転出された方は投票できません。

・選挙マスコット「めいすいくん」

甲州市長選挙
甲州市議会議員補欠選挙
山梨県議会議員補欠選挙
投票日は２月９日（日）です。
投票時間は午前７時から午後８時

※次の投票区は投票終了時間が異なります。
塩山第 12 投票区（午後６時まで）
大和第 2 投票区（午後７時まで）・大和第 3 投票区（午後６時まで）

■戸籍住民課からのお知らせ
　投票日当日（２月９日）は、市役所本
庁舎も投票所となるため、証明書自動
交付機を停止します。ご理解をお願い
します。
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●塩山地域
第　１投票区	 塩山北公民館	 塩山千野６５０
第　２投票区	 山梨県立産業技術短期大学校	 塩山上於曽１３０８
第　３投票区	 甲州市役所本庁舎	 塩山上於曽１０８５-１
第　４投票区	 塩山南小学校屋内運動場	 塩山上於曽１０２８
第　５投票区	 塩山西公民館	 塩山上塩後３３９-１
第　６投票区	 塩山東公民館	 塩山上於曽１９１９-１１
第　７投票区	 奥野田小学校屋内運動場	 塩山熊野９６４-１
第　８投票区	 大藤小学校屋内運動場	 塩山上粟生野４９２-１
第　９投票区	 神金公民館	 塩山上萩原９
第１０投票区	 下小田原区集会所	 塩山下小田原２１３-５
第１１投票区	 神金第６区集会所	 塩山上萩原２６７２
第１２投票区	 東京都水道局水源管理事務所	落合出張所	 塩山一ノ瀬高橋２１６
第１３投票区	 玉宮小学校屋内運動場	 塩山竹森３０１８
第１４投票区	 玉宮ざぜん草公園	森林自然の家	 塩山平沢１４４
第１５投票区	 井尻小学校屋内運動場	 塩山上井尻６７５-１
第１６投票区	 松里小学校屋内運動場	 塩山小屋敷１３７８
第１７投票区	 下柚木公会堂	 塩山下柚木３３２

●勝沼地域
第　１投票区	 勝沼第４区集会所	 勝沼町勝沼１４２０-３
第　２投票区	 勝沼防災センター	 勝沼町勝沼７５６-１
第　３投票区	 等々力自治公民館	 勝沼町等々力１４４９-４
第　４投票区	 祝小学校屋内運動場	 勝沼町下岩崎１００２-１
第　５投票区	 フルーツ山梨農協	上岩崎出荷所	 勝沼町上岩崎２８８-１７
第　６投票区	 休息自治公民館	 勝沼町休息１６７５-１
第　７投票区	 山区公民館	 勝沼町山９７５
第　８投票区	 東雲保育所	 勝沼町小佐手４１０-１
第　９投票区	 綿塚公民館	 勝沼町綿塚９４７-１
第１０投票区	 菱山営農センター	 勝沼町菱山１７７８

●大和地域
第　１投票区	 大和ふるさと会館	 大和町初鹿野１６９３-１
第　２投票区	 田野集会場	 大和町田野４６９
第　３投票区	 旧大和小学校天目分校	 大和町木賊１１９

＊＊＊投票区・投票所＊＊＊

◎選挙公報の配布は、新聞折り込みにより行います。また、次の場所でも配置しています。
塩山市民病院／勝沼病院／山梨中央銀行市内各支店／甲府信用金庫塩山支店／山梨信用金庫塩山支店／
山梨県民信用組合市内各支店／ＪＡフルーツ山梨市内各支所／市内各郵便局／甲州市役所各庁舎／
甲州市民文化会館／大藤診療所／交流保養センター／勝沼ぶどうの丘

問甲州市選挙管理委員会事務局　☎３２‐５０４１
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１
月
12
日
、
甲
州
市
成
人
式
が
市
民
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

艶
や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身

を
包
ん
だ
４
０
９
名
の
新
成
人
が
、
感
謝
と

希
望
を
胸
に
、
新
た
な
門
出
と
な
る
式
典
に

集
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
在
原
早
耶
さ
ん
と
雨
宮
奈
々
香

さ
ん
の
司
会
で
ス
タ
ー
ト
。
大
竹
優
奈
さ
ん

が
市
民
憲
章
を
朗
読
し
た
後
、
会
場
の
皆
さ

ん
で
「
市
民
の
歌
・
み
の
り
の
風　

虹
の
丘
」

を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

田
辺
市
長
は
、「
若
き
日
の
“
想
い
”
や
“
決

意
”
を
し
っ
か
り
心
に
刻
み
、目
標
に
向
か
っ

て
進
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
、
丸
田
紫
乃
さ
ん
と
中

村
美
友
さ
ん
が
「
二
十
歳
の
抱
負
」
を
発
表

し
た
後
、
成
人
式
実
行
委
員
長
の
佐
藤
栄
祐

さ
ん
が
「
大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
若
者
ら
し
く
後
悔
の
な
い
よ
う
、
新
た

な
道
の
り
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
を
通
し
て
、
新
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

新
た
に
し
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に

向
か
っ
て
歩
み
始
め
ま
し
た
。

感
謝
と

希
望
を
胸
に

飛
躍
を
誓
う

甲
州
市
成
人
式
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二十歳の抱負
新成人代表　中村　美友さん

　今、大学や専門学校で自分
の夢や目標に向かって日々努
力をしている人、すでに就職
し社会に出て仕事に奮闘して
いる人、形はさまざまです
が、それぞれの道で頑張って
いる仲間たちと今日こうして
ともに成人式を迎えることが

でき、大変嬉しく思います。
　さて、昨年５月から元号が令和となり、私たち
は令和を迎えてから初めての新成人となります。
また、７月には東京オリンピック・パラリンピッ
クが開催される記念すべき年に新成人になること
に誇りをもち、人として成長できるよう、まずは
これからの一日一日を大切に過ごしていきたいと
考えております。
　そして、これから先、今まで以上に「責任」と
いう言葉が重くのしかかるようになりますが、臆
病になることなく、新しいことに進んで挑戦でき
るような人でありたいです。社会に出たら、辛く
苦しいことも、理不尽だと感じることもあるとは
思いますが、悩んだり振り返ったりすることが後
の成長につながると信じて、迷いながらも日々精
進していきたいです。

お礼の言葉
成人式実行委員長　佐藤　栄祐さん
　本日は私たち新成人４０９名のために、
このような盛大な式典を催していただき、
誠にありがとうございました。
　私たちは本日より大人の仲間入りをさせ
ていただくわけですが、今日という佳き日
を迎えることができたのは、決して私たち
だけの力で成し得たことではありません。
私たちを温かく見守ってくださった地域の
皆さま、教え導いてくださった先生方、喜びや苦労を共に過ごして
きた仲間たち、毎日支え育ててくれた家族など、多くの方の支えが
あったからこそだと実感しております。
　今回は令和最初の成人式であり、一つの時代の節目として、私た
ちは新たな時代への第一歩を踏み出すこととなります。新たな時代
には明るい未来を期待する反面、これまで以上に困難な壁にぶつか
ることもあると思います。
　それぞれの新たな道のりを大人としての責任と自覚を持ち、若者
らしく後悔のないよう歩んで参ります。
　結びにご多忙中にも関わらずご出席を賜りましたご来賓の皆さ
ま、式典にあたりましてご尽力くださいました皆さまに心から感謝
申し上げ、新成人代表のお礼の言葉とさせていただきます。

二十歳の抱負
新成人代表　丸田　紫乃さん

　「早く大人になりたい」。私
は小さい頃からずっとそう
思ってきました。そして気づ
けばもう二十歳。二十歳とい
う節目を迎え、私たちはいよ
いよ社会を担う一員としての
一歩を踏み出します。
　二十歳となった今思うこと

は「二十歳になった自分は何ができるのか」とい
うことです。成人として多くの権利や自由が保証
される反面、大人としての義務や責任も背負って
いかなければなりません。善悪の判断を自分で行
い、行動していく力が必要となってきます。今ま
で多くの人に支えられてきたように、今度は私た
ちが人々を支え、引っ張っていける存在となれる
よう日々成長していきたいと思います。
　日本は「令和」という元号となり、新たな時代
のスタートを切りました。今年の夏はオリンピッ
クも開催されます。ここ甲州市は、フランスハン
ドボールチームの合宿先になっています。この盛
り上がりの波に乗り、私たちも希望を持って前に
進んでいきます。不安にさいなまれたり、困難に
直面したりしたときは、行動を見直し、自分を強
く持って乗り越えていきます。
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山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
甲
種
功
労
章

廣
瀬　
尚
武
（
塩
山
分
団
）

芦
澤　
　
勇
（
奥
野
田
分
団
）

武
居　
　
基
（
松
里
分
団
）

中
村　
賢
一
（
玉
宮
分
団
）

茂
手
木
和
記
（
大
藤
分
団
）

◎
乙
種
功
労
章

藤
原　
隆
志
（
塩
山
分
団
）

池
田　
和
宏
（
塩
山
分
団
）

窪
川　
庸
介
（
塩
山
分
団
）

依
田　
和
也
（
塩
山
分
団
）

姉
川　
和
徳
（
塩
山
分
団
）

嶌
村　
浩
志
（
奥
野
田
分
団
）

上
杉　
和
人
（
奥
野
田
分
団
）

廣
瀬　
昭
久
（
松
里
分
団
）

石
合　
　
剛
（
松
里
分
団
）

武
井　
修
一
（
松
里
分
団
）

秋
山　
　
智
（
松
里
分
団
）

雨
宮　
達
也
（
玉
宮
分
団
）

田
邉　
真
也
（
神
金
分
団
）

廣
瀬　
然
舞
（
神
金
分
団
）

田
邉　
信
次
（
神
金
分
団
）

大
嶋　
　
誉
（
勝
沼
分
団
）

奥
山　
睦
生
（
勝
沼
分
団
）

古
屋　
寿
彦
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮　
由
典
（
勝
沼
分
団
）

萩
原　
浩
司
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮　
智
信
（
祝
分
団
）

佐
野　
弘
樹
（
祝
分
団
）

若
林　
　
修
（
祝
分
団
）

菊
島　
大
樹
（
東
雲
分
団
）

田
口　
淳
一
（
東
雲
分
団
）

西
矢　
智
一
（
菱
山
分
団
）

三
森　
啓
弘
（
菱
山
分
団
）

三
橋　
　
東
（
菱
山
分
団
）

山
本　
信
夫
（
大
和
分
団
）

佐
藤　
潤
一
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会
感
謝
状

◎
正
会
員
感
謝
状

曽
根　
悠
司
（
東
雲
分
団
）

飯
高　
博
太
（
東
雲
分
団
）

内
田　
祐
樹
（
菱
山
分
団
）

◎
退
職
団
長
感
謝
状

三
森　
一
広
（
前
団
長
）

東
山
梨
行
政
事
務
組
合

管
理
者
感
謝
状

三
森　
一
広
（
前
団
長
）

小
室　
治
久
（
前
副
団
長
）

樋
口　
慶
太
（
前
塩
山
分
団
長
）

岡
部　
順
一
（
前
松
里
分
団
長
）

久
保　
　
亘
（
前
玉
宮
分
団
長
）

三
森　
達
也
（
前
大
藤
分
団
長
）

田
邉　
好
樹
（
前
神
金
分
団
長
）

渡
邊　
　
光
（
前
勝
沼
分
団
長
）

高
野　
　
晃
（
前
祝
分
団
長
）

岩
佐　
宣
寿
（
前
東
雲
分
団
長
）

佐
藤　
裕
一
（
前
菱
山
分
団
長
）

峡
東
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

所
長
表
彰

◎
功
労
章

宇
田　
俊
明
（
松
里
分
団
）

北
井　
公
史
（
奥
野
田
分
団
）

高
石　
宏
満
（
玉
宮
分
団
）

岡　
　
富
春
（
大
藤
分
団
）

雨
宮　
智
紀
（
神
金
分
団
）

佐
藤　
克
也
（
祝
分
団
）

坂
本　
敏
夫
（
東
雲
分
団
）

佐
藤　
　
学
（
菱
山
分
団
）

笠
井　
　
昇
（
大
和
分
団
）

日
下
部
警
察
署
長

防
犯
協
会
日
下
部
支
部
長
表
彰

◎
功
労
章

渡
辺　
哲
也
（
塩
山
分
団
）

矢
澤　
　
力
（
塩
山
分
団
）

雨
宮　
誠
也
（
塩
山
分
団
）

古
屋　
博
之
（
塩
山
分
団
）

杉
本　
和
樹
（
塩
山
分
団
）

広
瀬　
清
輝
（
奥
野
田
分
団
）

荻
原　
一
真
（
奥
野
田
分
団
）

酒
井　
秀
樹
（
松
里
分
団
）

古
屋　
和
浩
（
松
里
分
団
）

池
田　
　
司
（
松
里
分
団
）

熊
倉　
勝
太
（
松
里
分
団
）

清
水　
克
修
（
玉
宮
分
団
）

雨
宮　
健
志
（
玉
宮
分
団
）

和
田　
秀
都
（
大
藤
分
団
）

村
松　
洋
一
（
大
藤
分
団
）

広
瀬　
仲
也
（
大
藤
分
団
）

丸
田　
充
宏
（
神
金
分
団
）

広
瀬　
　
健
（
神
金
分
団
）

手
塚　
茂
仁
（
神
金
分
団
）

田
邉　
友
和
（
神
金
分
団
）

田
邉　
道
明
（
神
金
分
団
）

柳
場　
和
広
（
勝
沼
分
団
）

早
川　
英
史
（
勝
沼
分
団
）

原　
　
雅
士
（
勝
沼
分
団
）

秋
山　
　
崇
（
祝
分
団
）

雨
宮　
幹
夫
（
祝
分
団
）

村
松　
信
一
（
祝
分
団
）

早
川　
幸
一
（
東
雲
分
団
）

三
科　
拓
哉
（
東
雲
分
団
）

南
部　
正
幸
（
東
雲
分
団
）

山
下　
　
亮
（
東
雲
分
団
）

内
田　
　
樹
（
菱
山
分
団
）

三
枝　
大
紀
（
大
和
分
団
）

平
山　
　
建
（
大
和
分
団
）

河
野　
洋
平
（
大
和
分
団
）

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
表
彰

◎
功
労
表
彰

廣
瀬　
純
一
（
塩
山
分
団
）

佐
藤　
　
誠
（
塩
山
分
団
）

向
山　
秀
樹
（
奥
野
田
分
団
）

天
野　
富
夫
（
奥
野
田
分
団
）

小
林　
　
弘
（
松
里
分
団
）

小
宮
山
一
樹
（
松
里
分
団
）

古
屋　
　
将
（
玉
宮
分
団
）

山
口　
和
雄
（
大
藤
分
団
）

岩
波　
正
人
（
神
金
分
団
）

小
野　
　
隼
（
神
金
分
団
）

西
海　
達
彦
（
勝
沼
分
団
）

原　
　
雅
士
（
勝
沼
分
団
）

小
林　
一
馬
（
祝
分
団
）

志
村　
嘉
章
（
祝
分
団
）

内
田
健
太
郎
（
東
雲
分
団
）

坂
本　
裕
哉
（
東
雲
分
団
）

三
森　
　
建
（
菱
山
分
団
）

都
倉　
尚
文
（
菱
山
分
団
）

小
林　
賢
也
（
大
和
分
団
）

手
塚　
　
浩
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団

出
初
式

　

甲
州
市
消
防
団
は
、
１
月
５
日
、
塩
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
団

員
の
方
々
に
、
山
梨
県
消
防
協
会
長
等
か
ら
表
彰
状
な
ど
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

団長訓辞団旗入場
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◎
優
良
部

塩
山
分
団　
　
第
５
部

奥
野
田
分
団　
第
１
部

松
里
分
団　
　
第
４
部

玉
宮
分
団　
　
第
１
部

大
藤
分
団　
　
第
１
部

神
金
分
団　
　
第
１
部

勝
沼
分
団　
　
第
６
部

祝
分
団　
　
　
第
１・２
部

東
雲
分
団　
　
第
２
部

菱
山
分
団　
　
第
２
部

大
和
分
団　
　
第
２
部

◎
優
良
団
員

中
込　
孝
丞
（
塩
山
分
団
）

池
田　
　
力
（
塩
山
分
団
）

手
塚　
剛
史
（
塩
山
分
団
）

雨
宮　
幸
彦
（
塩
山
分
団
）

宮
原　
真
悟
（
奥
野
田
分
団
）

武
井　
勇
太
（
奥
野
田
分
団
）

手
塚　
雄
二
（
松
里
分
団
）

楠　
　
龍
一
（
松
里
分
団
）

中
村　
　
孝
（
松
里
分
団
）

市
川　
剛
史
（
松
里
分
団
）

雨
宮　
由
昌
（
玉
宮
分
団
）

天
野　
寿
昭
（
大
藤
分
団
）

青
柳　
　
誠
（
神
金
分
団
）

古
屋　
　
聡
（
神
金
分
団
）

玉
川　
裕
幸
（
神
金
分
団
）

平
山　
　
修
（
神
金
分
団
）

丸
山　
浩
一
（
勝
沼
分
団
）

保
坂　
真
也
（
勝
沼
分
団
）

阪
本　
辰
夫
（
勝
沼
分
団
）

石
原　
淳
一
（
祝
分
団
）

小
泉　
雄
也
（
祝
分
団
）

竹
内　
武
男
（
祝
分
団
）

大
村　
太
一
（
東
雲
分
団
）

石
原　
一
聖
（
東
雲
分
団
）

三
澤　
　
敦
（
東
雲
分
団
）

三
森　
鉄
平
（
菱
山
分
団
）

塩
野　
瑛
己
（
菱
山
分
団
）

野
澤　
照
季
（
大
和
分
団
）

佐
藤　
宏
樹
（
大
和
分
団
）

古
屋　
　
卓
（
大
和
分
団
）

◎
無
火
災
部

菱
山
分
団　
　
第
１
部

山
梨
県
消
防
協
会

東
山
梨
支
部
長
感
謝
状

◎
退
職
役
員
感
謝
状

小
室　
治
久
（
前
副
団
長
）

東
山
梨
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

◎
功
労
章

小
泉　
栄
一
（
神
金
分
団
）

宮
野　
淳
一
（
勝
沼
分
団
）

雨
宮　
秀
樹
（
祝
分
団
）

三
澤　
利
生
（
東
雲
分
団
）

三
森　
和
也
（
菱
山
分
団
）

甲
州
市
長
表
彰

◎
功
労
章

奥
山　
慎
司
（
塩
山
分
団
）

宮
川　
鉄
矢
（
塩
山
分
団
）

保
坂　
久
志
（
奥
野
田
分
団
）

富
岡　
俊
士
（
奥
野
田
分
団
）

池
田　
恭
平
（
松
里
分
団
）

森
脇　
雅
人
（
松
里
分
団
）

髙
石　
孝
仁
（
玉
宮
分
団
）

田
辺　
一
光
（
玉
宮
分
団
）

中
根　
　
淳
（
大
藤
分
団
）

古
屋　
光
貴
（
大
藤
分
団
）

広
瀬　
公
太
（
神
金
分
団
）

森
田　
卓
也
（
神
金
分
団
）

坂
本　
陽
一
（
勝
沼
分
団
）

佐
藤　
貴
仁
（
勝
沼
分
団
）

原　
　
由
光
（
祝
分
団
）

石
原　
一
貴
（
祝
分
団
）

鷹
野　
真
志
（
東
雲
分
団
）

古
屋　
佑
馬
（
東
雲
分
団
）

若
月　
　
孝
（
菱
山
分
団
）

三
森　
晴
仁
（
菱
山
分
団
）

米
山　
俊
哉
（
大
和
分
団
）

野
澤　
昌
樹
（
大
和
分
団
）

甲
州
市
消
防
団
長
表
彰

◎
功
労
章

一
瀬　
翔
太
（
塩
山
分
団
）

下
條　
倫
嘉
（
塩
山
分
団
）

大
澤　
光
平
（
塩
山
分
団
）

楠　
　
善
伎
（
塩
山
分
団
）

後
藤　
祐
介
（
塩
山
分
団
）

澤
登　
崇
行
（
塩
山
分
団
）

古
屋　
和
樹
（
塩
山
分
団
）

下
村　
純
平
（
奥
野
田
分
団
）

中
村　
修
平
（
奥
野
田
分
団
）

手
塚　
　
優
（
奥
野
田
分
団
）

小
島　
直
貴
（
松
里
分
団
）

武
井　
達
也
（
松
里
分
団
）

古
屋　
陽
祐
（
松
里
分
団
）

奥
村　
俊
也
（
松
里
分
団
）

武
川　
竜
太
（
松
里
分
団
）

橋
爪　
祐
也
（
松
里
分
団
）

武
藤　
茂
樹
（
松
里
分
団
）

雨
宮　
大
輔
（
玉
宮
分
団
）

甘
利　
晋
一
（
大
藤
分
団
）

中
山　
裕
之
（
大
藤
分
団
）

安
藤　
哲
也
（
神
金
分
団
）

田
中　
拓
也
（
神
金
分
団
）

田
邊　
祐
一
（
神
金
分
団
）

雨
宮　
圭
佑
（
神
金
分
団
）

下
藤　
　
大
（
神
金
分
団
）

田
嶋　
茂
樹
（
神
金
分
団
）

邊
見　
　
篤
（
勝
沼
分
団
）

内
藤　
優
輝
（
勝
沼
分
団
）

奥
山　
祐
史
（
勝
沼
分
団
）

山
口　
美
展
（
勝
沼
分
団
）

井
上　
甲
斐
（
勝
沼
分
団
）

武
藤　
立
雄
（
祝
分
団
）

柳
場　
勇
太
（
祝
分
団
）

若
林　
雄
太
（
祝
分
団
）

長
田　
卓
也
（
東
雲
分
団
）

湯
田　
拓
磨
（
東
雲
分
団
）

田
中　
幸
宏
（
東
雲
分
団
）

三
森　
元
暉
（
菱
山
分
団
）

小
林
真
成
人
（
菱
山
分
団
）

佐
野　
宏
幸
（
大
和
分
団
）

古
屋　
拓
志
（
大
和
分
団
）

佐
藤　
一
樹
（
大
和
分
団
）

市
川　
真
珠
（
女
性
消
防
隊
）

◎
無
火
災
分
団
・
部

勝
沼
分
団

菱
山
分
団

大
和
分
団

塩
山
分
団　
第
１
部

塩
山
分
団　
第
２
部

塩
山
分
団　
第
３
部

塩
山
分
団　
第
４
部

塩
山
分
団　
第
５
部

甲
州
市
消
防
団
長
感
謝
状

◎
退
職
役
員
感
謝
状

三
森　
一
広
（
前
団
長
）

小
室　
治
久
（
前
副
団
長
）

樋
口　
慶
太
（
前
塩
山
分
団
長
）

岡
部　
順
一
（
前
松
里
分
団
長
）

久
保　
　
亘
（
前
玉
宮
分
団
長
）

三
森　
達
也
（
前
大
藤
分
団
長
）

田
邉　
好
樹
（
前
神
金
分
団
長
）

渡
邊　
　
光
（
前
勝
沼
分
団
長
）

高
野　
　
晃
（
前
祝
分
団
長
）

岩
佐　
宣
寿
（
前
東
雲
分
団
長
）

佐
藤　
裕
一
（
前
菱
山
分
団
長
）

自
分
た
ち
の
街
だ
か
ら
、

自
分
た
ち
の
手
で
守
り
た
い
。

消
防
団
員
募
集

　
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消

防
・
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
全
と

安
心
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
チ
カ
ラ
が

消
防
団
に
は
必
要
で
す
。

■
募
集
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳

以
上
の
方
（
男
女
は
問
い
ま
せ

ん
）

■
待
遇

年
報
酬
・
手
当
支
給
・
公
務
災

害
補
償
・
退
職
報
償
金
（
勤
続

５
年
以
上
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
行
政
・
防
災
担
当

　
☎
32
‐
５
０
４
１
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確
定
申
告
作
成
会
場
の
開
設
日
程

　
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
・

個
人
消
費
税
の
申
告
書
作
成
会
場
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

○
場
所　
夢
わ
ー
く
山
梨 

３
階 

大
集
会
室

　
　
　
　
山
梨
市
上
神
内
川
１
３
４
８

　
　
　
　
（
旧
山
梨
市
役
所
跡
地
西
側
）

○
期
間　
２
月
17
日
（
月
）
～
３
月
16
日
（
月
）

　
　
　
　
※
土
曜
日・日
曜
日・２
月
24
日（
月
）

　
　
　
　
を
除
く
。

○
時
間

　
【
受
付
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

　
【
相
談
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
山
梨
税
務
署
に
は
申
告
書
作
成
・
相
談
会
場

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
付
を
早

め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
会
場
で
は
、
相
続
税
の
相
談
は
受
け
て
い

ま
せ
ん
。

■
令
和
元
年
分
の
申
告
書
の
提
出
お
よ
び
納
期

限
の
お
知
ら
せ

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税　

３
月
16
日
（
月
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税　

３
月
31
日
（
火
）

※
国
税
の
納
付
は
、
金
融
機
関
や
窓
口
に
出

向
か
な
く
て
も
納
付
手
続
き
が
で
き
る

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
が
便
利
で
す
。

※
申
告
書
提
出
後
に
税
務
署
か
ら
納
付
書
の
送

付
や
納
税
通
知
書
等
の
お
知
ら
せ
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
税
の
納
付
方
法
つ
い
て

■
振
替
納
税

　
納
税
者
本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
か
ら
の
口

座
振
替
に
よ
り
、
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

※
新
た
に
振
替
納
税
を
お
申
し
込
み
の
場
合

は
、「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
兼
納
付
書

送
付
依
頼
書
」
を
納
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
振
替
日

・
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

　
４
月
21
日
（
火
）

・
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

　
４
月
23
日
（
木
）

※
振
替
日
に
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
納
税
額

を
引
き
落
と
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
の
場
合
は
、
領
収
証
書
は
発
行
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
等

に
よ
り
、
国
税
を
電
子
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
税
務
署
へ

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
開
始
手
続
を
行
っ
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
支
払
の
機
能
を
利
用
し
て
、
納
付
受
託
者

へ
立
替
払
い
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
よ
る
納
付

　
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
で
作
成
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
使
用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

へ
納
付
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
ロ
ー
ソ
ン
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
、
ミ
ニ

ス
ト
ッ
プ
（
い
ず
れ
も
「
Ｌ
ｏ
ｐ
ｐ
ｉ
」
端

末
設
置
店
舗
の
み
）

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
（「
Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ポ
ー
ト
」

端
末
設
置
店
舗
の
み
）

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
（
株
）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ

の
登
録
商
標
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

●
申
告
書
作
成
会
場
・
申
告
書
作
成
方
法
に
関

す
る
こ
と

　
山
梨
税
務
署 

個
人
課
税
第
１
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
31
）

●
納
期
限
・
振
替
納
税
に
関
す
る
こ
と

　
山
梨
税
務
署　
管
理
運
営
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
25
・
26
）

※
い
ず
れ
も
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
番
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
交
換
手
が
出
ま
す
の

で
、
内
線
番
号
を
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

確定申告

税の申告
に備える

申
告
書
の
作
成
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
す
る
の
が
お
勧
め
で
す
。
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スマホで e-Tax 送信できます！ 　
　所得税の確定申告書は、スマホで国税庁ホー
ムページの「確定申告書等作成コーナー」に
アクセスし、金額等を入力すると、そのまま
e-Tax（電子申告）送信できます。
　スマホでも見やすい専用画面が１月からご
利用いただけます。なお、e-Tax送信するには、
次のいずれかを準備してください。
①マイナンバーカード
※マイナンバーカード対応スマホが必要です。
②ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知
※ＩＤとパスワードは、税務署で職員と対面

による本人確認を行った後に発行されるも
のです。

　発行を希望される方は、運転免許証などの
本人確認書類を持参の上、税務署にお越し
ください。

※ 2 月 17 日（月）～ 3 月 16 日（月）までの期間は、
　申告書作成会場の「夢わーく山梨」で発行します。

★確定申告書作成コーナー
　https://www.keisan.nta.go.jp/

★ e-Tax ホームページアドレス
　https://www.e-tax.nta.go.jp/

出典：国税庁ホームページ（https://www. nta.go.jp/
taxes/shiraberu/shinkoku/tokushu/index.htm）

　確定申告において、令和元年中に支払った国
民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保
険料、国民年金保険料等を社会保険料控除とし
て申告することができます。　
　社会保険料控除の適用を受けるには、年間支
払額を申告する必要がありますので、領収書、
源泉徴収票等でご確認ください。
　なお、国民年金保険料に関しては、日本年金
機構から送付された「社会保険料控除証明書」
の添付が必要となります。（給与所得者がすでに
年末調整でこの控除を受けている場合は添付不
要です）。
　領収書等が手元に無く、支払額が分からない
場合は、次の各部署にお問い合わせください。

■国民健康保険税について
　収納課 収納担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１３６３）
■後期高齢者医療保険料について
　戸籍住民課　国保・年金担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１０２１～１０２３）
■介護保険料について
　介護支援課　介護保険担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１２６１～１２６４）
■社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について
・日本年金機構 ねんきん加入者ダイヤル
　☎０５７０ ‐ ００３ ‐ ００４（ナビダイヤル）
　☎０３‐６６３０‐２５２５（ＩＰ電話、ＰＨＳ専用）
　受付時間：平日午前８時３０分～午後７時
　（第２土曜日は午前９時３０分～午後４時）
・甲府年金事務所
　☎０５５ ‐ ２５２ ‐ １４３１（代表）
■市・県民税等の申告について
　税務課　市民税担当
　☎３２ ‐ ２１１１（内１４１１～１４１３）

確定申告に必要な
国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、
介護保険料、国民年金保険料の支払額について
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申告相談（受付）日程
　次の日程で、令和２年度市・県民税の申告および令和元年分
所得税の確定申告相談を行います。

【塩山会場】 ●受付時間　午前の部 ： 午前９時～１１時３０分
　　　　　　午後の部 ： 午後１時～４時

月 日 曜日 対象地区 会場

２

１７ 月 中萩原第１・２・３

甲州市役所本庁舎
１階　市民ギャラリー

１８ 火 上・下粟生野
１９ 水 熊野
２０ 木 花園、西広門田、北牛奥
２１ 金 玉宮地区
２２ 土 市内全地区（午後は３時まで）
２５ 火 小屋敷
２６ 水 三日市場上、藤木
２７ 木 三日市場下、下柚木
２８ 金 上井尻

３

２ 月 上・下小田原、上切上
３ 火 下切、上切下、裂石
４ 水 赤尾
５ 木 上塩後、下東
６ 金 上西、上塩後団地

７ 土
市内全地区（午後は３時まで）
一ノ瀬高橋、落合（午前１０時～午後２時） 落合診療所

９ 月 千野下、下萩原

甲州市役所本庁舎
１階　市民ギャラリー

１０ 火 下於曽西・東、北平団地
１１ 水 下西、下中、町屋
１２ 木 上東、千野上
１３ 金 下塩後、中央
１６ 月 市内全地区（午前９時～１１時３０分まで）

【大和会場】 ●受付時間　午後の部 ： 午後１時３０分～午後４時

月 日 曜日 午前の部：対象地区 午後の部：対象地区 会　場

２

２１ 金 天目、田野、水野田
大和公民館

１階

※大和会場は午後の部のみ
の受付となります。　

２５ 火 丸林、日影
２６ 水 鶴瀬、古部、共和
２７ 木 宮本
２８ 金 大和全地区

■申告相談に関するお問い合わせ先
税務課　市民税担当　☎３２ ‐ ２１１１（内１４１１・１４１２・１４１３）

確定
お早めに

申告

3 月１６日は午前の部のみ
の受付となります
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【勝沼会場】 ●受付時間　午前の部 ： 午前９時～１１時３０分
　　　　　　午後の部 ： 午後１時～４時

月 日 曜日 午前の部：対象地区 午後の部：対象地区 会　場

２

１７ 月 菱山４区 菱山９・１０区

勝沼防災センター
２階

１８ 火 菱山２区 菱山６区
１９ 水 菱山１区 菱山５区
２０ 木 菱山８区 菱山３・７区
２１ 金 祝６区 祝１０区
２５ 火 祝７区 祝３区
２６ 水 祝４区 祝９区
２７ 木 祝１区 祝８区
２８ 金 祝２区 祝５区

３

２ 月 勝沼６区 勝沼１３区
３ 火 勝沼３区 勝沼１・９区
４ 水 勝沼５区 勝沼７区
５ 木 勝沼８･ １０区 勝沼２・４区
６ 金 勝沼１１・１４区 勝沼１２区
９ 月 東雲１区 東雲６・１２区

１０ 火 東雲１１区 東雲１４区
１１ 水 東雲１０区 東雲５・７区
１２ 木 東雲３・１３区 東雲８・９区
１３ 金 東雲１５区 東雲２・４区
１６ 月 市内全地区（午前９時～１１時３０分まで）

所得税の発生しない方 ●受付時間　午前の部 ： 午前９時～１１時３０分 
　　　　　　午後の部 ： 午後１時～４時

　確定申告期間（２月１７日～）は大変混み合います。
　所得税の発生しない方については、こちらの期間に申告をお願いします。

月 日 曜日 塩山会場 勝沼会場 大和会場 対象地区

２

３ 月 市役所１階市民会議室Ａ・Ｂ

市内全地区

４ 火 市役所１階市民会議室Ａ・Ｂ
５ 水 市役所１階市民会議室Ａ・Ｂ
６ 木 市役所１階市民会議室Ａ・Ｂ
７ 金 市役所１階市民会議室Ａ・Ｂ

１０ 月 市役所１階市民会議室Ａ・Ｂ 勝沼防災センター２階
１２ 水 勝沼防災センター２階 大和公民館１階
１３ 木 勝沼防災センター２階 大和公民館１階

※例年、市役所の申告会場は大変混雑します。収入・必要経費の明細および医療費の明細書等は、あらかじめ計算し、
整理してからご来場ください。

※個人番号（マイナンバー）を記載した申告書等の税務関係書類を提出する際は、申告する方の個人番号確認書類およ
び本人確認書類の提示が必要です。( 例 ①マイナンバーカード　②通知カード等の番号確認書類＋運転免許証等の本人
確認書類）　なお、市で所得税の確定申告書を提出する場合にも、個人番号確認書類および本人確認書類の提示が必要
です。

３月１６日は午前の部のみ
の受付となります
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◆つるし飾りづくり無料体験教室◆
　３月の毎週土曜日、午前１０時
から正午の間、甘草屋敷で開催し
ます。
　今年は、干支の「ねずみ」のつ
るし飾りを作ることができます。

（各日、先着３０名）ぜひ、ご参
加ください。

えんざんつるし飾りの特徴
　一般的なつるし飾りは布で作ら
れていますが、えんざんのつるし
飾りは、和紙で一つひとつ手作り
で作っています。

４
月
26
日
（
日
）、
大
和
中
学
校
を
メ
イ
ン

会
場
に
「
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る

「
勝
頼
公
軍
団
出
演
者
」
お
よ
び
「
出
店
者
」

を
大
募
集
し
ま
す
。

【
出
演
者
募
集
】

◦
募
集
内
容

・
武
田
勝
頼
公
、
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫

　
各
１
名

・
武
者
30
名
、
女
武
者
20
名

※
全
配
役
と
も
18
歳
以
上
の
健
康
な
方
と
し

ま
す
。（
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
役
は
35
歳
以

下
）

◦
募
集
締
切
日

　
３
月
２
日
（
月
）
必
着

◦
応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
勝
頼
公
、
北
条
夫
人
、
湖
衣
姫
役

を
希
望
す
る
方
は
、
写
真
（
顔
写
真
お
よ

び
全
身
写
真
各
１
枚
）
を
同
封
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
内
公
共
施
設
か
ら
お
持

ち
い
た
だ
く
か
、
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
審
査

　
実
行
委
員
会
で
審
査
し
、
結
果
を
本
人
宛

に
通
知
し
ま
す
。

◦
そ
の
他

　
現
地
ま
で
の
往
復
交
通
費
等
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

【
出
店
者
募
集
】

会
場
内
で
地
域
の
特
産
品
・
特
産
物
を
原

料
に
し
た
加
工
品
の
販
売
等
を
希
望
す
る

出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
締
切
日　
３
月
２
日
（
月
）
必
着

◦
注
意
事
項

①
出
店
料
と
し
て
５
，
０
０
０
円
を
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
テ
ン
ト
持
ち
込

み
ま
た
は
移
動
販
売
車
両
で
出
店
す
る
場

合
は
、
２
，
０
０
０
円
と
し
ま
す
。

②
テ
ン
ト(

１
張)

、机(

２
脚)

、イ
ス(

３
脚)

は
用
意
し
ま
す
。（
移
動
販
売
車
両
は
除
く)

　
た
だ
し
、
燃
料
、
電
源
、
必
要
な
備
品
等

は
出
店
団
体
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

火
気
取
り
扱
い
の
ブ
ー
ス
に
つ
い
て
は
消

火
器
を
必
ず
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③
出
店
申
請
書
は
、
市
内
公
共
施
設
か
ら
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
甲
州
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

④
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会
で

選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
甲
州
市
ふ
る
さ
と
武
田
勝
頼
公
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局(

観
光
商
工
課
内)

　
☎
32
‐
５
０
０
０

Information
＊ある～くこうしゅう　春のスタンプラリー
　「春のお花見パノラマコース」
　３月２３日（月）～４月１８日（土）
＊甘草屋敷特産品販売所　☎３３ ‐ ５９１７
　期間中は、特産品の販売をします。枯露柿の柚子

巻きや甘酒がおすすめです。 問観光商工課　交流イベント担当　☎３２‐２１１１（代）

【ひな飾り展示会場】
重要文化財　旧高野家住宅「甘草屋敷」／恵林寺

「武田信玄公宝物館」／宮光園／ドライブイン「信
玄館」／ハーブ庭園旅日記／大菩薩の湯／道の駅

「甲斐大和」／ＪＲ東日本「塩山駅」・「勝沼ぶど
う郷駅」／勝沼ぶどうの丘／旧田中銀行博物館／
市役所本庁舎１階ロビー
※事前に各施設の開館状況をご確認いただき、ご来場くだ

さい。

第１８回甲州市えんざん桃源郷

ひな飾りと
桃の花まつり
２／１１（火・祝）～４／１８（土）

甲
州
市
ふ
る
さ
と

武
田
勝
頼
公
ま
つ
り

勝
頼
公
軍
団
出
演
者

出
店
者　
大
募
集

4/26
開催
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水泳教室
　シドニー五輪・２００ｍ背泳ぎ４位入賞の
萩原智子さんによる水泳教室を開催します！

2月24日（月・休）
午前１０時３０分～正午

（受付　午前１０時～）

塩山 B&G 海洋センター
■定　員　５０名（先着順）
■対　象　２５ｍを泳ぐことができる、市内在住

の小学校１年生～６年生
■申込方法

２月４日（火）から受付を開始します。生涯学
習課に電話または直接お申し込みください。

※土曜日・日曜日・祝日を除く午前８時３０分～
午後５時１５分

中学生陸上教室
　リオ五輪・４００ｍハードル日本代表の野澤
啓佑選手による中学生陸上教室を開催します！

2月20日（木）
午後７時～９時

（受付　午後６時４５分～）

塩山体育館
講師　野

の
澤
ざわ

　啓
けい

佑
すけ

 選手
ミズノトラッククラブ 所属

南アルプス市出身。２０１６年リオ五輪・４００ｍ
ハードル日本代表。自己ベストは日本歴代６位の
４８秒６２。
■定　員　４０名（先着順）
■対　象　市内在住の中学生
■申込方法

２月３日（月）から受付を開始します。生涯学
習課に電話または直接お申し込みください。

※土曜日・日曜日・祝日を除く午前８時３０分～
午後５時１５分

問生涯学習課　スポーツ振興・東京オリンピック
対策担当　☎３２ ‐ ５０９８

講師　萩
は ぎ

原
わ ら

　智
と も

子
こ

 さん
ＳＰＯＲＴＳ ＢＡＣＫＳ 所属

甲府市出身。２０００
年 シ ド ニ ー 五 輪・
２００ｍ背泳ぎ４位
入賞、２００ｍ個人
メドレ ー８位 入 賞。
２００２年日本選手権
では史上初の個人４
冠を達成。現在はテ
レビ出演、水泳解説
のほか、講演活動や
水泳教室を各地で開
催するなど精力的に
活躍中。

東京２０２０応援プログラム

水泳教室・中学生陸上教室を開催します

無料

オリンピアンによる

無料

ハンドボールクリニック
　１２月２７日、甲州市２０２０東京オリンピック・
フランスハンドボールチーム交流事業実行委員会は、
事前キャンプに向けた機運醸成事業として、ハンドボー
ルクリニックを開催しました。
　４回目となる今回は、甲州市出身の日本ハンドボー
ルリーグ所属選手４名が凱旋しました。県内ハンドボー
ル少年団７０名を対象にプレーを交えながらポジショ
ン別に指導。最後は選手と子どもたちが試合を行いま
した。現役選手の迫力あるプレーに会場は大いに盛り
上がり、事前キャンプに向けたハンドボール熱が一層
高まりました。

左から、水野裕矢氏（甲州市アンバサダー）、八巻雄一選手
（トヨタ紡織九州）、荻原良太選手（湧永製薬）、佐藤草太選
手（琉球コラソン）、古屋悠生選手（豊田合成）

ＴＯＰＩＣＳ
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孫育てをしている
おじいちゃん・おばあちゃんへ

子育ての孤立化が社会問題となっている昨今、期待
されているのが「祖父母力」です。

　パパ・ママ世代、おじいちゃん・おばあちゃん世代
の声から生まれた「孫育て１０か条」を孫育てのヒ
ントにご活用ください。

●孫育て１０箇条●
①育児の主役はパパ・ママ、祖父母はサポーター
②パパ・ママの話を聞く
③今と昔の子育ての違いを知る
④とがめるより、補う
⑤他の子、親と比べない
⑥手、口、お金は出しすぎず、心と体力にゆとりを。

断る勇気も持とう！
⑦「ありがとう」「ごめんなさい」を言う
　親しき仲にも礼儀あり
⑧孫のほめ役、夢の最強応援団になる
⑨自分のライフスタイルも大切に
⑩老いていく姿を見せる

（出典：ＮＰＯ法人 孫育て・ニッポン）

問健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１２

まごそだて講座
今どきの育児方法を知ることができる講座です。
３月１４日（土）　　 午前１０時～
健康科学大学　産前産後ケアセンター
お孫さんが生まれる予定がある方、６ヵ月までのお
孫さんがいる方

◦定員　２０名　　 １, ０００円
◦主催　（一社）山梨県助産師会
問健康科学大学　産前産後ケアセンター
　☎０９０ ‐ ４３８３ ‐ ４７９３

児童センター・イベント【無料】
○東雲ふれあい親子館

リトミック ( １歳児対象 )
　音や音楽を聴いて、見て、触れて、感じてみよう！

２月１９日（水）　　 午前１１時～
１歳児と保護者　　 水分補給ができるもの

問東雲ふれあい親子館　☎４４ ‐ ３７２３

○塩山北児童センター
ベビーマッサージ＆足がた（１歳児未満対象）

　親子でリラックスしてマッサージをしながら、ゆっ
くり肌のふれあいを楽しもう
２月２７日（木）　　 午前１０時３０分～
１歳児未満と保護者　　 バスタオル

問塩山北児童センター　☎３３ ‐ ７８００

koshu chi ld smi le 子育て応援情報

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象
：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

いきいき健幸教室
　「人生１００年時代」と言われる現代、いつまでも自立した毎日を過ごすためには、

「健康寿命」を伸ばすことが重要です。健康寿命とは、元気に自立して過ごせる期間のことを言います。
　周囲からの支援や介護を必要とせず、これからも自分らしい生活を楽しみたいですよね。

●健康寿命を延ばすために重要なことは・・・
①運動　　　日常生活に必要な筋力を保つために体を動かす
②栄養　　　バランスの良い食事（タンパク質を多くとる）を取る、みんなで楽しく食事をする、〝最

期まで口から食べる〟ためにお口のケアをする
③社会参加　趣味、ボランティア、就労など、自分に合った活動を見つけて、人とのつながりを持ち

続ける

　いきいき健幸教室では、楽しく体操しながら、地域の仲間と交流することができます。健康寿命の大切な
ポイントであり、認知症予防にも良いとされています。具体的な「秘訣」も健康運動指導士が体操を交えな
がら紹介しています。

毎月１回　　 午後１時３０分～３時　　 市内１４会場
市内在住の６５歳以上の方　　 無料　　 動きやすい服装、飲み物

※会場により一部送迎もありますので、ご相談ください。
※詳細は広報こうしゅう情報カレンダーおよび甲州市ホームぺージをご覧ください。

問介護支援課　介護予防担当　☎３４ ‐ ５４３４

いつまでも自立した毎日を

送るためのきっかけに…
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令和元年１１月の医療費
医療費全体 ２億７，０３５万円 （前年同月比 ＋１,０２３万円）
１人当たり医療費 ３０，６５２円 （前年同月比 ＋１,９６３円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

第三者行為でケガや病気をしたときは届け出を !
　国民健康保険に加入している方が、交通事故など第三者の行為によってケガなどをした場合も、保険証を使っ
てお医者さんにかかることができます。
　ただし、その際は市役所・国保担当窓口への「第三者行為による傷病届」の提出が義務付けられています。
　ケガなどを治療するためにかかった医療費は、第三者（加害者）が本来負担するべきもので、いったん国保が
立て替えますが、あとで国保から第三者側（加害者や保険会社）に請求するからです。

【交通事故にあったとき】
　交通事故でケガをした場合、被害者に過失のない限りはその治療費は加害者が全額負担することが原則です。
従って保険証を使って治療を受けたときは、国保が、本来加害者が負担すべき医療費を一時立て替えて支払い、
あとから被害者に代わって加害者に請求することになります。

●警察や救急に連絡 事故後の手続きのためにも、小さな事故でも必ず警察に連絡しましょう。
もちろん負傷者の救護を最優先し、必要に応じて救急車を呼びましょう。

●相手を確かめる 相手の連絡先や運転免許証、自賠責保険・任意保険などを確認しましょう。
安易にお金を受け取ったり、示談に応じたりするのはやめましょう。

●国保の窓口へ連絡 まずは市役所・国保担当窓口に、事故で受傷したことを電話連絡しましょう。
できるだけ早く必要書類を提出しましょう。

6	提出いただいた書類をもとに、市（国保連合会）が
 第三者側（加害者や損害保険会社）と連絡を取り、
 医療費の請求などの交渉を行います。

■電話連絡・届出提出先
　戸籍住民課　国保・年金担当
　（市役所本庁舎　１階１番窓口）
　☎３２ ‐ ２１１１（内１０２２・１０２３）

届け出に必要なもの
（交通事故の場合）

・第三者行為による被害届
・事故発生状況報告書
・交通事故証明書
・念書
・誓約書
・マイナンバーと本人確認書類
・保険証
・印鑑　など

第三者の行為によるケガ・病気とは？

　　　　　　　交通事故にあった　　　　　　　　他人の飼い犬に噛まれた

暴力行為を受けた
飲食店での食中毒にあった
スキー場での接触事故 など

　　こんなときは国保が使えません      
・仕事中や通勤中の事故（労災保険の対象となります）
・飲酒運転や無免許運転などの不法行為（国保の給付が制限されます）

いきいきライフ通信
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市民公開講座
「食事と運動のススメ」

　１２月２１日、「Ｌｅｔ’ｓギアチェンジ！－いつ
までも若々しく過ごすための食事と運動のススメ」
をテーマに、市民公開講座を開催しました。
　第１部では若林秀隆医師による講演が行われ、エ
ネルギー不足のまま運動を行う危険性と、医療・介
護の専門家との連携の元、自分の身体の状態にあっ
た取り組みの勧めが紹介されました。第２部では各
関係団体より体験ブースが出展されました。

中学生フランスボーヌ市
友好親善訪問団報告会
　１２月２３日、甲州市中学生ボーヌ市友好親善訪
問団報告会を開催しました。
　９月１７日から２４日までの８日間、市内中学生
３０名が姉妹都市・フランスボーヌ市および勝沼ワ
インの先駆者である高野正誠、土屋龍憲両氏のゆか
りの地・トロワ市を訪問しました。日本とフランス
を代表するぶどうとワインのまちとして、友好の絆
を深めた成果を報告しました。

ワイン衣のぶどうやころ柿
天ぷら料理を学ぶ
　甲州市食と農の連携による地域活性化会議は、特
産の果物やワインを使用した料理で農泊や農業体験
者をもてなすレシピづくりに取り組んでいます。　
　その一環として、１２月１５日、銀座「てんぷら
近藤」の近藤文夫氏を招き、小麦粉をワインで溶い
た「ワイン衣」を使用して、ぶどうやころ柿の天ぷ
らの揚げ方を学ぶワークショップを開催しました。
協議会では今後、レシピ集として公開する予定です。

高校生と大人の
本音の語らい場
　１２月１３日、甲州市社会教育委員の会は、「高
校生の目を通して地域を考えよう－魅力的なまちづ
くり」をテーマに、塩山高校３年５組の生徒とワー
クショップを開催しました。
　「介護予防や介護が必要になった時」を題材に、
委員と生徒がグループワークを行い、それぞれの考
えを出し合いながら、これからの地域や生活に役立
つ話し合いができました。
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家内安全・無病息災を願う
市内各地で小正月行事
　市内各地では、道祖神への信仰が色濃く残ってお
り、１月１４日を中心に、特色ある小正月行事が受
け継がれています。
　各地区で「きっかんじょ」や「どんど焼き」など
が行われ、今年一年の家内安全・無病息災などを祈
願しました。また、伝統文化である民俗芸能が披露
されました。（左上：一之瀬高橋の春駒、右下：藤
木道祖神祭 太鼓乗り、左下：田野十二神楽）

新春かるた大会
正月遊びも体験
　１月７日、甲州市生涯学習市民協議会は、甘草屋
敷で新春かるた大会を開催しました。
　市内保育園児や小学生など約８０名が参加。市内
の文化財や史跡、特産品などを題材にした「甲州市
ふるさとかるた」を使用して、ふるさとの魅力を学
びながら、かるた遊びを楽しみました。
　また、大会終了後には、竹馬、こま回し、羽根突
きなど、日本伝統の正月遊びも体験しました。

県学校給食功労者表彰
調理員３名が受賞
　１月１１日、山梨県教育委員会と山梨県学校給食
会が主催する学校給食大会が開催され、学校給食功
労者として、佐藤美枝子さん（勝沼小：左）、佐藤
雅子さん（大和共同調理場：中）、廣瀬雅美さん（学
校給食センター：右）が表彰されました。
　学校給食の充実や発展に功績があった功労者等を
表彰するもので、永年調理業務に従事し、安全安心
な給食づくりに尽力されたことが評価されました。
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　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

く

ら

し

の

情

報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
申
請
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
各
種
団
体
向
け

　
各
種
団
体
（
企
業
、
学
校
、
サ
ー
ク
ル

等
）
の
ご
希
望
に
応
じ
て
、
出
張
申
請

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
対
象

①
市
内
事
業
所
で
あ
る
こ
と

②
出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
方

（
市
内
在
住
者
）が
５
人
以
上
い
る
団
体

◦
出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

①
電
話
で
、
出
張
申
請
の
日
時
、
場
所
、

カ
ー
ド
交
付
方
法
を
決
定
し
ま
す
。

②
申
請
者
リ
ス
ト
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

出
張
申
請
日
の
10
日
前
ま
で
に
戸
籍
住

民
課
に
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

③
当
日
、
職
員
が
訪
問
し
て
交
付
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

※
顔
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。

④
郵
送
ま
た
は
訪
問
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
と
め
て
交
付
し
ま

す
。

◎
個
人
の
方
向
け

　
戸
籍
住
民
課
窓
口
で
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※
顔
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。

　
個
人
の
方
は
、
後
日
窓
口
で
カ
ー
ド
を

交
付
し
ま
す
が
、
申
請
の
際
に
本
人
確

認
が
で
き
た
方
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ご
自
宅
に
郵
送
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◦
持
ち
物
（
各
種
団
体
・
個
人
共
通
）

①
本
人
確
認
書
類
２
点
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
）

②
通
知
カ
ー
ド

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

※
申
請
か
ら
発
行
ま
で
は
約
１
ヵ
月
を
要

し
ま
す
。

問
戸
籍
住
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
１

令
和
２
年
度　
交
通
災
害
共
済

加
入
受
付
を
開
始
し
ま
す

加
入
者
が
交
通
災
害
に
あ
っ
た
場
合

に
、
被
害
の
程
度
に
よ
っ
て
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
る
相
互
救
済
制
度
で
す
。

　

掛
金
は
一
人
に
つ
き
年
間
５
０
０
円

で
、
共
済
期
間
は
４
月
１
日
（
中
途
加

入
の
場
合
は
、
そ
の
翌
日
）
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
受
付
は
、
２
月
３
日
（
月
）
か
ら
開
始

と
な
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

国
民
年
金
保
険
料
を
「
う
っ
か
り
忘
れ

て
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」「
忙

し
く
て
金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ

で
支
払
う
時
間
が
な
い
。」
と
い
う
方

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
保
険
料

が
割
引
さ
れ
、
お
得
で
す
。

◦
口
座
振
替
で
の
振
替
方
法

　
次
の
５
種
類
か
ら
選
ん
で
お
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

①
２
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
・

割
引
あ
り
）

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
・
割

引
あ
り
）

③
６
ヵ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月

～
翌
年
３
月
分
・
割
引
あ
り
）

④
当
月
末
振
替
（
早
割
・
割
引
あ
り
）

※
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
１
ヵ
月
早
く
振

替
す
る
方
法
で
す
。

⑤
翌
月
末
振
替
（
割
引
な
し
）

◎
口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申
し
込
み
は

お
早
め
に

　

口
座
振
替
で
の
令
和
２
年
度
１
年
前

納
、
６
ヵ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）、

２
年
前
納
の
締
め
切
り
は
、
２
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
年
金
事
務
所
必
着
で
す
。

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
願
い

◎
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
12

月
31
日
ま
で
に
家
屋
を
新
築
（
増
築
）

さ
れ
た
方
に
は
、
評
価
額
算
出
の
た
め

家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
日
程
は
事
前
に
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
調
査
は
１
時
間
程
度
で
す
）

　
ま
た
、
令
和
２
年
１
月
１
日
以
降
に
家

屋
を
新
築
（
増
築
）
さ
れ
た
方
に
は
、

翌
年
度
（
４
月
以
降
）
に
家
屋
調
査
の

依
頼
を
し
て
い
ま
す
が
、
入
居
前
な
ど

早
め
の
調
査
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
３
２
‐
２
１
１
１

　
（
内
１
４
２
２
・
１
４
２
３
）

固定資産税第４期および
国民健康保険税第８期の
納 期 限 に つ い て

３月２日（月）が納期限です。
納め忘れのないようご注意ください。

※口座振替の方は、３月２日（月）に引き落
としされますので、前日までに残高をご確
認ください。

※納税相談を収納課窓口で随時行っています。
問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
申
請
書
を
発
送
し
ま
す

３
月
上
旬
か
ら
、
高
額
医
療
・
高
額
介

護
合
算
療
養
費
の
申
請
書
を
該
当
の
方

へ
郵
送
し
ま
す
。

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制

度
と
は
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

　
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基
準

額
を
超
え
た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療

養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

◦
支
給
基
準

・
計
算
対
象
期
間
は
、
平
成
30
年
８
月
１

日
～
令
和
元
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
で
す
。

・
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自
己

負
担
額
が
あ
り
、
自
己
負
担
額
の
合
計

が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯
で
す
。

・
高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金
額
は
、
自

己
負
担
額
か
ら
差
し
引
い
て
計
算
し
ま

す
。

※
医
療
分
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方
に
は
市
か
ら
、
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
に
は
広
域
連

合
か
ら
支
給
さ
れ
、
申
請
か
ら
支
給
ま

で
２
～
３
ヵ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
介
護
分
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
医
療
分

支
給
（
不
支
給
）
決
定
後
に
市
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

◦
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

　
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
、
支
給
申
請
に
つ

い
て
の
お
知
ら
せ
、
印
鑑
、
振
込
先
の

口
座
が
わ
か
る
も
の
、
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
等
）、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

確
認
で
き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

◦
申
請
先

　
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

※
令
和
元
年
７
月
31
日
時
点
で
、
住
所
が

市
外
に
あ
っ
た
方
は
、
そ
ち
ら
の
市
区

町
村
の
医
療
保
険
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
の
時
効
は
、
通
知
が
お
手
元
に
届

い
て
か
ら
２
年
間
で
す
。
お
忘
れ
の
な

い
よ
う
早
期
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

問
介
護
支
援
課　
介
護
保
険
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
６

医
療
費
通
知
の

発
送
時
期
が
変
わ
り
ま
す

医
療
費
の
確
認
と
ご
自
身
の
健
康
管
理

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民
健

康
保
険
で
は
年
６
回
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
で
は
年
３
回
、
医
療
費
通
知
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
一
部
の
発
送
時
期
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
の
主
に
12
月
診
療
分

・
従
来
の
４
月
末
か
ら
、
２
月
末
の
発
送

に
変
更

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
主
に
９
月
～

12
月
診
療
分

・
従
来
の
３
月
末
か
ら
、
２
月
末
の
発
送

に
変
更

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

問
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
５
５
‐
２
３
６
‐
５
６
７
１

不
妊
に
悩
む
方
へ

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
ご
案
内

市
で
は
、
妊
娠
を
望
む
ご
夫
婦
が
安
心

し
て
不
妊
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
で
す
。

・
婚
姻
の
届
出
が
あ
る
こ
と
。

・
夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
、
甲
州
市
に
１
年

以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
甲
州
市
に
居
住
し
て
か
ら
受
け
た
不
妊

治
療
で
あ
る
こ
と
。

・
初
回
治
療
を
開
始
し
た
妻
の
年
齢
が
43

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

・
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

◦
助
成
の
内
容

　
不
妊
治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
自
己
負

担
額
の
２
分
の
１
、
１
５
万
円
を
限
度

と
し
て
、通
算
６
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

※
男
性
の
不
妊
治
療
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
保
険
診
療
が
適
用
さ
れ
る
治
療
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◦
申
請
の
際
に
必
要
な
も
の

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
助
成
金
申
請
書

・
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明
書

・
医
療
費
領
収
書
（
証
明
書
の
領
収
金
額

と
領
収
書
の
合
計
金
額
が
一
致
し
て
い

る
こ
と
）

・
同
意
書
（
同
意
書
の
提
出
に
よ
り
、
納

税
証
明
書
、
住
民
票
謄
本
の
提
出
は
不

要
と
な
り
ま
す
）

・
夫
お
よ
び
妻
の
納
税
証
明
書

・
住
民
票
謄
本
（
本
籍
、
筆
頭
者
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）

※
申
請
書
、
証
明
書
、
同
意
書
は
甲
州
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◦
申
請
方
法

　
申
請
は
「
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診

等
証
明
書
（
医
療
機
関
で
証
明
し
て
も

ら
う
書
類
）」
の
治
療
期
間
が
終
了
し

た
日
か
ら
１
年
以
内
に
、
必
要
書
類
を

健
康
増
進
課
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
不
可
）

※
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
の
手
続
き

を
行
う
前
に
、
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
づ
く
り
担
当

　
☎
33
‐
７
８
１
２

利用可能期限は２月２９日（土）まで！
お手元に残っているプレミアム付商品券はありませんか？
　プレミアム付商品券の利用可能期限は２月２９日（土）までとなっ
ています。余った場合でも現金に戻すなどの対応はできませんので、
無駄にならないよう、当日までにご利用ください。なお、商品券の
申請・販売はすでに終了していますので、ご承知おきください。
※利用可能店舗の最新情報は、甲州市および甲州市商工会ホームページ

をご覧ください。
問事業全般について
　観光商工課　ワイン・商工担当　☎３２ ‐ ５０９１
問利用可能店舗について
　甲州市商工会　　　　　　　　　☎３３ ‐ ２２３６
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令
和
２
年
度　
甲
州
市
在
宅

高
齢
者
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

◎
甲
州
市
ら
く
ら
く
お
出
か
け
サ
ー
ビ
ス

身
体
状
況
等
に
よ
り
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
高
齢
者
の
方
へ
、
介
護
予
防
の
た
め

の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
総
合
事
業
対
象
者
ま
た
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
で
、
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方

②
老
衰
、
心
身
の
障
害
、
傷
病
等
に
よ
り

一
般
の
交
通
機
関
（
バ
ス
・
鉄
道
）
の

利
用
が
困
難
で
、
週
１
回
以
上
外
出
機

会
が
な
い
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

④
甲
州
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
回
数
券
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
方

◦
事
業
内
容

　
７
４
０
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を
年
間
24
枚

を
上
限
に
交
付
し
ま
す
。

◎
甲
州
市
介
護
用
品
支
給
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
、
ま
た
は
認
知
症
等
に
よ
り

常
時
失
禁
状
態
の
方
へ
、
紙
お
む
つ
な

ど
の
介
護
用
品
購
入
券
を
交
付
し
ま

す
。

①
～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
要
介
護
４
以
上
で
、
市
内
在
住
の
方

②
寝
た
き
り
、
ま
た
は
認
知
症
等
に
よ
り

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
方

③
毎
月
お
お
む
ね
５
，
０
０
０
円
以
上
の

介
護
用
品
を
必
要
と
す
る
方

④
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
申
請
時
に
は
、
前
月
の
領
収
書
（
介
護

用
品
を
５
，
０
０
０
円
以
上
購
入
し
た

際
の
領
収
書
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。

◦
事
業
内
容

　
２
，
５
０
０
円
の
介
護
用
品
購
入
券
を

年
間
24
枚
を
上
限
に
交
付
し
ま
す
。

◦
購
入
券
で
利
用
で
き
る
介
護
用
品

　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
、
お
し
り

拭
き
、
使
い
捨
て
手
袋

◎
甲
州
市
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
等
に
よ
り
座
位
の
保
持
に
支

障
が
あ
り
、
理
容
院
や
美
容
院
に
出
向

く
こ
と
が
困
難
な
方
へ
、
訪
問
理
美
容

サ
ー
ビ
ス
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
総
合
事
業
対
象
者
ま
た
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
で
、
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方

②
寝
た
き
り
等
に
よ
り
座
位
の
保
持
に
支

障
が
あ
る
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
で
代
替
で
き
る
場
合

は
対
象
外
で
す
。

◦
事
業
内
容

　

一
般
的
な
散
髪
の
み
に
利
用
で
き
る

３
，
０
０
０
円
分
の
訪
問
理
美
容
券
を

年
間
６
枚
を
上
限
に
交
付
し
ま
す
。

※
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
利
用

者
は
、
訪
問
理
美
容
券
と
は
別
に
、
利

用
料
１
，
０
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

◎
甲
州
市
軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

日
常
生
活
に
支
障
と
な
る
家
屋
内
外
の

軽
微
な
修
繕
や
整
備
等
が
身
体
状
況
に

よ
り
困
難
な
方
に
対
し
、
１
回
６
，
４

０
０
円
を
上
限
に
年
２
回
ま
で
支
援
し

ま
す
。

①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
総
合
事
業
対
象
者
ま
た
は
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
で
、
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
で
独
居
ま
た
は
高
齢
者
世
帯
の
方

②
家
周
り
の
軽
微
な
修
理
や
整
備
等
を
行

う
支
援
者
が
い
な
い
方

③
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

■
各
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
方
法

◦
申
請
受
付　
４
月
１
日
（
水
）
～

◦
申
請
窓
口　
介
護
支
援
課

※
申
請
に
は
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま

た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の

意
見
書
が
必
要
で
す
。
利
用
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
施
設
入
所
者
ま
た
は
入
院
中
の
方
は
、

対
象
外
で
す
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

旧
優
生
保
護
法

一
時
金
受
付
・
相
談
窓
口

「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
」
が

施
行
さ
れ
、
優
生
手
術
等
を
受
け
た
方

に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
、

現
在
生
存
さ
れ
て
い
る
方

①
昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８
年
９

月
25
日
ま
で
の
間
に
、
旧
優
生
保
護
法

に
基
づ
き
優
生
手
術
を
受
け
た
方
（
母

体
保
護
の
み
を
理
由
と
し
て
手
術
を
受

け
た
方
は
除
き
ま
す
）

②
右
記
①
の
ほ
か
、
同
期
間
に
生
殖
を
不

能
に
す
る
手
術
ま
た
は
放
射
線
の
照
射

を
受
け
た
方
（
母
体
保
護
や
疾
病
の
治

療
を
目
的
と
す
る
な
ど
、
優
生
思
想
に

基
づ
く
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な

手
術
等
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
）

◦
請
求
手
続
方
法

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
左
記
の
窓

口
に
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
書
や
添
付
書
類
等
の
様
式
は
、
厚

生
労
働
省
ま
た
は
山
梨
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
窓
口
な
ど
で
入
手
で
き
ま
す
。

※
添
付
書
類
は
個
人
の
状
況
に
よ
り
異
な

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
請
求
手
続
き
も
可
能
で

す
。

◦
請
求
期
限

　
平
成
31
年
４
月
24
日
（
法
施
行
日
）
か

ら
５
年
以
内

◦
一
時
金
の
金
額　
一
律
３
２
０
万
円

※
支
給
決
定
後
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
口

座
に
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
か

ら
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

◦
請
求
書
郵
送
先

　
〒
４
０
０
‐
８
５
０
１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
６
‐
１

　
子
育
て
政
策
課

問
山
梨
県
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
受
付
・

相
談
窓
口

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
６
０
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甲
州
市
景
観
審
議
委
員　
募
集

市
で
は
、
良
好
な
景
観
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
た
め
、
甲
州
市
景
観
条
例
に
基
づ

く
「
甲
州
市
景
観
計
画
」
を
平
成
24
年

に
策
定
し
、
運
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
景
観
形
成
全
般
に
関
わ
る
事
案
を
審
議

す
る
た
め
の
景
観
審
議
会
を
継
続
し
て

設
置
す
る
に
あ
た
り
、
委
員
の
一
部
を

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
（
令
和
２

年
１
月
１
日
現
在
）
で
、景
観
づ
く
り
、

景
観
計
画
に
理
解
と
関
心
が
あ
り
、
公

平
的
な
審
議
が
で
き
る
方
。

　
ま
た
、
平
日
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き

る
方
（
常
勤
の
公
務
員
は
除
き
ま
す
）

◦
募
集
人
数　
若
干
名

◦
任
期

　
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

　
（
会
議
は
年
２
～
４
回
程
度
開
催
予
定
）

◦
応
募
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
主
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文

（
様
式
自
由
、
８
０
０
～
１
，
０
０
０

字
程
度
）
を
添
付
の
上
、
郵
送
ま
た
は

持
参
に
よ
り
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
都
市
整
備
課
窓
口
か
ら
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
甲
州
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

◦
作
文
の
テ
ー
マ

　
「
甲
州
市
の
良
好
な
景
観
に
関
す
る
私

の
意
見
」

※
い
た
だ
い
た
原
稿
等
は
返
却
し
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
期
間

　
２
月
10
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

◦
選
考

　
選
考
委
員
会
で
審
査
し
、
結
果
を
本
人

宛
に
通
知
し
ま
す
。ま
た
、甲
州
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
２

統
計
調
査
員　
募
集

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て

い
た
だ
く
「
統
計
調
査
員
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
統
計
調
査
の
役
割
と
重
要

性
を
理
解
さ
れ
、
関
心
を
お
持
ち
の
方

は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
（
有
償
）

市
で
は
、
介
護
食
や
病
気
の
状
態
に
あ

わ
せ
た
治
療
食
を
、
調
理
が
困
難
な
高

齢
者
の
方
へ
届
け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
７
名
の
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
昼

食
を
届
け
な
が
ら
、
声
か
け
や
見
守
り

活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の
増

加
に
伴
い
、
新
た
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◦
主
な
活
動
内
容
等

・
自
家
用
車
を
使
用
し
て
の
昼
食
の
配
達

と
利
用
者
へ
の
声
か
け
や
見
守
り

・
使
用
し
た
食
器
の
回
収
等

・
月
曜
日
～
土
曜
日
の
午
前
11
時
頃
～
午

後
０
時
30
分
頃
の
間
に
約
７
件
、
週
１

～
２
回
程
度
（
曜
日
に
よ
り
利
用
者
の

人
数
が
異
な
る
た
め
、
配
達
件
数
や
活

動
日
数
が
変
動
し
ま
す
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
介
護
支
援
課　
介
護
予
防
担
当

　
☎
34
‐
５
４
３
４

第
49
回
信
玄
公
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ　
募
集

◦
募
集
人
員

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
・
会
場
案
内
係

　
（
各
日
15
名
）

②
会
場
警
備
係
（
１
０
０
名
）

※
い
ず
れ
も
原
則
18
歳
以
上
、
70
歳
未
満

の
方

◦
業
務
日
時

①
４
月
３
日
（
金
）
午
後
３
時
～
６
時
ま

た
は
４
月
４
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午

後
３
時

②
４
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
～
７
時
30

分
◦
応
募
方
法

　
２
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
は
が
き
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、氏
名
、住
所
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る

業
務
（
①
は
希
望
日
も
）、
過
去
の
経

験
の
有
無
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

　
〒
４
０
０
‐
０
０
３
１

　
甲
府
市
丸
の
内
１
‐
６
‐
１

　
信
玄
公
祭
り
実
行
委
員
会　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
係
（
や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構
内
）

　
☎
０
５
５
‐
２
３
１
‐
２
７
２
２

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
１
‐
３
０
４
０

　
oy-tanaka@

yam
akan-sk.jp

富
士
山
五
合
目　
公
園
利
用

指
導
員
・
自
然
解
説
員　
募
集

富
士
山
五
合
目
周
辺
で
自
然
解
説
や
自

然
保
護
の
啓
発
等
を
行
っ
て
い
た
だ

く
、
公
園
利
用
指
導
員
と
自
然
解
説
員

を
募
集
し
ま
す
。

◦
募
集
人
員

・
公
園
利
用
指
導
員　
３
名
程
度

・
自
然
解
説
員　
　
　
20
名
程
度

◦
勤
務
期
間

　
５
月
１
日
（
金
）
～
10
月
31
日
（
土
）

※
事
務
局
の
要
請
に
応
じ
て
勤
務
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦
勤
務
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◦
勤
務
地

　
富
士
山
五
合
目
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
富
士
山
五
合
目
周
辺

◦
賃
金　
日
給
７
，
４
５
０
円

※
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
応
募
方
法

　
３
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、書
類
を
添
付
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※
詳
細
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
富
士
山
五
合
目
周
辺
公
園
利
用
協
議
会

富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産

保
護
組
合　
森
林
事
業
部
森
林
文
化
課

　
☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
３
３
５
５

　
oshinrinbunka@

onshirin.jp
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無
料
法
律
相
談

２
月
17
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
２
月
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

合
同
相
談

２
月
13
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
地
域
行
政
相
談

２
月
21
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
大
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所
開
設

２
月
７
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

恩
賜
林
記
念
館　
２
階　
和
室

◦
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
相
談

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
市
民
生
活
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

甲
府
年
金
事
務
所
出
張
相
談

２
月
26
日
（
水
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
の
部　
午
後
１
時
～
４
時

山
梨
市
役
所　
西
館
２
階

　
２
０
３
会
議
室

年
金
請
求
手
続
き
、
年
金
受
給
者
の
死

亡
に
関
す
る
手
続
き
、
年
金
加
入
（
納

付
）
記
録
の
確
認
や
年
金
額
の
試
算
等

※
相
談
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
等
）

お
よ
び
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
代
理
人
の
方
が
お
越
し
の
場
合

は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
方
の
本
人
確

認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

２
月
18
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
方
や
依
頼

を
し
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
ま
た
、
開
設
日
に
限
り
電
話
で

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
毎
月
第
３
火
曜
日
に
開
設
予
定
で
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

休
日
無
料
法
律
相
談

２
月
22
日
（
土
）

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
５
名（
１
名
に
つ
き
40
分
以
内
）

※
２
月
３
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

平
日
は
忙
し
く
て
相
談
に
行
け
な
い
と

い
う
方
に
、
休
日
無
料
法
律
相
談
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
悩
み
ご
と
の
あ
る
方

は
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
な
る
べ
く
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設

け
る
た
め
、
初
回
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

相
続
・
遺
言
・
相
続
税

に
つ
い
て
の
市
民
講
座

相
続
・
遺
言
・
相
続
税
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
説
明
か
ら
、「
こ
ん
な
時
ど
う

す
る
？
」
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

２
月
26
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階

　
第
２
研
修
室

◦
定
員　
50
名

◦
講
師　
名
取
建
治 

司
法
書
士

　
　
　
　
雨
宮
秀
男 

税
理
士

　
　
　
　
飯
島
里
紗 

社
会
福
祉
士

◦
講
座
内
容

①
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
遺
言
・

相
続
に
つ
い
て

②
将
来
に
備
え
よ
う
「
税
の
話
」

③
老
い
支
度
に
つ
い
て

◦
申
込
締
切
日　
２
月
21
日
（
金
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

不
動
産
・
空
き
家
無
料
相
談
会

２
月
20
日
（
木
）

午
後
１
時
～
３
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
３
階

　
第
１
研
修
室

不
動
産
や
空
き
家
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
員
は
、
山
梨
県
宅
建
協
会
が
委
嘱

し
た
方
で
す
。

問（
公
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
☎
０
５
５
‐
２
４
３
‐
４
３
０
０

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約

要
申
込
・
無
料
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
、
悩
み
や
不
安
を
話
せ
る
場

で
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
認
知
症
を
広
く

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
専
門
職
も
い
る

た
め
、
介
護
や
認
知
症
に
関
す
る
個
別

相
談
も
で
き
ま
す
。

２
月
13
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午

恩
賜
林
記
念
館

１
０
０
円
（
飲
み
物
、
お
菓
子
代
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）

　
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談

２
月
21
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
相
談
室

最
近
忘
れ
や
す
く
な
り
心
配
な
方
や
、

も
の
忘
れ
が
出
て
き
た
方
へ
の
対
応
方

法
ま
で
専
門
医
が
お
話
し
を
伺
い
ま

す
。

◦
申
込
方
法

　
２
月
18
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
設
し
て
い
ま

す
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
内
）　

　
☎
32
‐
５
６
０
０

生
活
困
窮
者

窓
口
出
張
相
談

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
、
日
常
生

活
に
不
安
や
心
配
を
抱
え
て
い
る
方
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
６
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
１
階

　
市
民
会
議
室
Ｂ

市
内
在
住
の
方

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
法
律
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ぶ
り
っ
じ

　
☎
44
‐
６
１
３
０　
ＦＡＸ
44
‐
３
０
３
５

障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

「
こ
れ
っ
て
障
害
者
差
別
で
は
？
」「
障

害
者
の
方
に
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る

べ
き
か
？
」な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

あ
ん
し
ん
相
談

閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
、
無
口
に

な
っ
た
、
会
社
や
学
校
に
行
け
な
い
、

家
族
関
係
や
友
人
関
係
が
う
ま
く
い
か

な
い
な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
中
心

と
し
た
相
談
に
応
じ
ま
す
。

随
時　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

◦
申
込
方
法　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
そ
の
他

　
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健
師
が
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は

精
神
科
医
師
の
対
応
も
可
能
で
す
。

※
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
ご
事
情
に
よ
り
訪
問
等

の
対
応
も
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
遺

言
・
成
年
後
見
」
無
料
相
談
会

２
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時

街
の
駅
や
ま
な
し

問
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
３
７
６

行
政
書
士
記
念
日
の

無
料
相
談
会

２
月
22
日
（
土
）

午
後
１
時
～
５
時

街
の
駅
や
ま
な
し

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
の
売

買・賃
借
、会
社
設
立
、営
業
許
可
な
ど
。

※
相
談
時
間
は
１
組
に
つ
き
40
分
以
内
。

※
書
類
の
作
成
指
導
や
審
査
は
い
た
し
ま

せ
ん
。

問
山
梨
県
行
政
書
士
会
（
髙
石
）

　
☎
０
８
０
‐
１
１
２
５
‐
８
６
２
３

返
し
き
れ
な
い
借
金
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、
無
料
の
債
務

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助
言

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を

紹
介
し
ま
す
。

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦
受
付
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

・
午
前
８
時
30
分
～
正
午

・
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
財
務
省　
甲
府
財
務
事
務
所

　
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
５
５
‐
２
５
３
‐
２
２
６
１

甲州市社会福祉協議会へ
●佐藤　藤江 さま（日影）
●阪本　　悟 さま（小佐手）
●小俣多美子 さま（菱山）

予
約
不
要

要
予
約
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料

要
予
約

要
予
約

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料
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甲
府
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

不
動
産
や
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項
証

明
書
等
の
取
得
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
請
求
で
き
る
「
か
ん
た
ん
証

明
書
請
求
」と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
簡
単
で
お
得
に
証
明
書
等
を
取
得
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦
請
求
方
法

⑴「
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ

ス
テ
ム
（https://w

w
w

.touki-
kyoutaku-online.m

oj.go.jp/

）」

へ
ア
ク
セ
ス
（「
登
記
ネ
ッ
ト
」
で
検

索
で
き
ま
す
）

⑵
申
請
者
情
報
の
登
録
（
初
回
の
み
）

⑶
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

必
要
事
項
を
入
力
し
て
送
信

⑷
手
数
料
を
電
子
納
付
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
ペ
イ
ジ
ー
機
能

の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
支
払
う
）

◦
メ
リ
ッ
ト

⑴
手
数
料
が
安
い
！

　
登
記
事
項
証
明
書
の
場
合
、
通
常
１
通
６

０
０
円
の
と
こ
ろ
、
郵
送
で
受
け
取
る
場

合
は
５
０
０
円
、
法
務
局
窓
口
で
受
け
取

る
場
合
は
４
８
０
円
に
な
り
ま
す
。

⑵
法
務
局
ま
で
行
か
な
く
て
も
よ
い
！

　
請
求
し
た
証
明
書
を
郵
送
で
受
け
取
る

場
合
は
法
務
局
へ
行
く
必
要
が
な
く
、

郵
送
料
は
法
務
局
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑶
利
用
時
間
が
長
い
！

　
平
日
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
９

時
ま
で
利
用
可
能
で
す
。

問
甲
府
地
方
法
務
局　
登
記
部
門

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
２
３
４

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
８
６

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

能
力
開
発
講
座
等
の
ご
案
内

産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は
、
実
践
技

術
者
を
育
成
し
、
山
梨
県
の
産
業
と
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
職
業
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の

向
上
、
資
格
取
得
等
を
目
的
と
し
た
能

力
開
発
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◦
３
月
開
催
予
定
講
座

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
応
用

・
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験

①
旅
行
業
法
・
旅
行
業
約
款
／
各
種
約
款

・
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験

②
国
内
旅
行
実
務
（
料
金
計
算
／
観
光
地

理
ほ
か
）

※
講
座
内
容
、
日
程
、
定
員
、
受
講
料
、

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
塩
山
キ
ャ
ン
パ
ス　

　
☎
32
‐
５
２
０
２

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
情
報

◎
明
る
く
元
気
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
の
た
め

に
（
無
料
）

入
会
案
内
お
よ
び
「
綾
小
路
き
み
ま
ろ

爆
笑
ラ
イ
ブ
ビ
デ
オ
」
上
映

２
月
26
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

笛
吹
市
石
和
図
書
館

◦
定
員　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

◦
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し

ま
す
。

問
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
　
☎
０
５
５
‐
２
２
８
‐
８
３
８
３

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

令
和
２
年
度　
学
生
募
集

「
人
生
１
０
０
年
時
代
を
生
き
る
シ
ニ

ア
の
生
き
方・在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、

来
年
度
さ
ら
に
進
化
す
る
山
梨
こ
と
ぶ

き
勧
学
院
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

◦
入
学
案
内
・
募
集
要
項
配
布

　
１
月
下
旬
か
ら
市
教
育
委
員
会
や
教
育

事
務
所
等
で
配
布

◦
出
願
受
付　
２
月
３
日
（
月
）
～

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦
修
業
年
限　
２
年
（
１
年
間
に
25
講
座

実
施
）

◦
講
座
日　
原
則
金
曜
日（
月
平
均
２
回
）

入
学
後
、
基
本
学
習
費
１
６
，
０
０
０

円
を
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
（
甲
府
方
面
）

　
☎
０
５
５
‐
２
３
３
‐
６
９
４
７

県
立
ろ
う
学
校　
春
の「
き
こ
え
」

と
「
こ
と
ば
」相
談
会

３
月
８
日
（
日
）
～
９
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

０
歳
児
～
大
学
生
ま
で

◦
相
談
内
容

①「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る

悩
み
相
談

②「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
（
育
児
相
談
）

③「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に
不
安
の

あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活
や
学
習
に
つ
い

て
（
教
育
相
談
）

④
聴
力
測
定

⑤
補
聴
器
に
関
す
る
相
談

◦
申
込
方
法

　
３
月
３
日
（
火
）
午
後
３
時
ま
で
に
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校
入
学
と
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

問
山
梨
県
立
ろ
う
学
校　
き
こ
え
と
こ
と

ば
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
‐
１
３
７
８　
ＦＡＸ
22
‐
６
４
１
９

耳
の
日
フ
ェ
ス
タ

３
月
１
日
（
日
）

岡
島
ロ
ー
ヤ
ル
会
館　
８
階

　
ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム

◎
記
念
講
演

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

◦
演
題

　
「
難
聴
と
補
聴
器
、
慢
性
中
耳
炎
の
新

し
い
治
療
法
に
つ
い
て
」

◦
講
師

　
黄
淳
一 

氏
（
市
立
甲
府
病
院　
耳
鼻

咽
喉
科　
科
部
長
）

※
講
演
終
了
後
、
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
に

よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◎
相
談
会

午
後
２
時
30
分
～
３
時

問
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会　
山
梨
県
地
方

部
会
事
務
局

　
☎
０
５
５
‐
２
７
３
‐
９
７
６
５

要
予
約
・
無
料

無
料
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甲
州
市
国
際
交
流
委
員　
募
集

市
で
は
、
国
際
交
流
活
動
に
関
す
る
事

業
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
国
際
交
流
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
と
の
交
流
や
諸
外
国
の
方
々

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
市
民
の
国
際
感

覚
や
意
識
を
高
め
る
た
め
の
事
業
等
を

計
画
・
立
案
し
、
実
践
す
る
た
め
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
（
令
和
２

年
４
月
１
日
現
在
）
で
、
国
際
交
流
に

関
心
が
あ
り
、
委
員
会
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

◦
募
集
人
数　
10
名
程
度

◦
任
期

　
２
年
（
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
）

◦
応
募
方
法

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
民
生
活
課
窓
口
か
ら
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
甲
州
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

◦
募
集
期
間

　
２
月
３
日
（
月
）
～
28
日
（
金
）

◦
選
考

　
書
類
審
査
を
行
い
、
３
月
下
旬
ま
で
に

結
果
を
本
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

　
〒
４
０
４-

８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５-

１

　
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

　
（
市
民
生
活
課
内
）

　
☎
32
‐
５
５
８
３

甲
州
市
国
際
交
流
の
集
い

２
０
２
０　
参
加
者
募
集

市
内
で
活
動
し
て
い
る
諸
外
国
の
方
と

相
互
理
解
を
深
め
る
機
会
で
す
。

　

お
互
い
の
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
学

び
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

今
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
が
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
甲
州
市
で
行
う
こ

と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
学
び
な
が

ら
参
加
者
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

３
月
８
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
大
会
議
室

国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
の
方

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク

◦
交
流
内
容

　
フ
ラ
ン
ス
国
歌
の
説
明
、
フ
ラ
ン
ス
に

関
す
る
ク
イ
ズ

※
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
ク
レ
ー
プ
を
作
っ
て

食
べ
ま
す
。（
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
し

て
い
ま
せ
ん
）

◦
定
員　
40
名

◦
申
込
方
法

　
２
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
国
際
交
流
委
員
会
事
務
局

　
（
市
民
生
活
課
内
）

　
☎
32
‐
５
５
８
３　
ＦＡＸ
32
‐
３
０
７
２

　
oshim

in@
city.koshu.lg.jp

甲州市縁結びサポート隊
婚活イベント
いちご狩りコン in 甲州市
～いちごのお土産付き！～

３月１日（日）
午後１時２０分～４時（受付 午後０時３０分～）
佐野農園（甲州市塩山西野原３２８）

◦集合場所　市役所本庁舎　東側駐車場
２４歳～４５歳までの独身者　男女各１０名

※男性は２月２８日（金）開催の事前セミナー
への参加が必要です。

※応募多数の場合は、相談所登録者、市内在住
者を優先します。
男女各２, ０００円

◦申込方法
　２月１９日（水）までに申込用紙をＦＡＸし

ていただくか、メールでお申し込みください。
（メールの場合は、氏名、住所、性別、年齢、
電話番号を入力してください）

※申込用紙は、市民生活課窓口に用意していま
す。また、甲州市ホームページからダウンロー
ドできます。

問甲州市結婚相談所事務局（市民生活課内）
　☎３２ ‐ ５５８３　FAX ３２ ‐ ３０７２
　o shimin@city.koshu.lg.jp

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
職
場
部
会

◆
◆
◆ 

令
和
初
の
事
業
所
訪
問 

◆
◆
◆

　
職
場
部
会
で
は
、
毎
年
恒
例
の
事
業
所
訪
問
を
昨
年
11
月
19
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ル
テ
ィ
塩
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
様
、
甲
府
信
用
金
庫
塩
山
支
店
様

へ
お
伺
い
し
ま
し
た
。
事
業
所
訪
問
で
感
じ
た
こ
と
は
、「
働
き
方
改
革
」
に
伴
っ
て
各

事
業
所
で
従
業
員
休
暇
の
取
り
方
に
非
常
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
休
職

時
の
業
務
を
他
の
従
業
員
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
の
構
築
や
、
休
暇
の
取
り
や
す
い
職
場

の
空
気
づ
く
り
な
ど
、
非
常
に
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
休
暇
の
種
類
も
有
給
休
暇
の
他
、

出
産
・
育
児
、
介
護
、
時
間
休
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
あ
り
、
手
厚
い
休
暇
体
系
に
も
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
女
性
管
理
職
の
登
用
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
働
き
や
す
い
職
場
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
若
者
に
と
っ
て
、

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
盛
り
上
が
り
の
あ
る
甲
州
市
に
、
微
力
な
が
ら
推
進

委
員
会
は
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。結
び
に
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
ラ
ル
テ
ィ
塩
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

様
、
甲
府
信
用
金
庫
塩
山
支
店
様
、
こ
の
度
は
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

要
申
込
・
無
料
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第
14
回
甲
州
市
長
杯

卓
球
大
会

３
月
１
日
（
日
）

午
後
１
時
～　
開
会
式

塩
山
北
小
学
校　
体
育
館

市
内
在
住
の
方

◦
試
合
形
式

・
男
女
、
年
齢
、
競
技
歴
を
考
慮
し
た
ハ

ン
デ
戦
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
。

・
硬
式
球
を
使
用
し
、（
財
）
日
本
卓
球

協
会
に
よ
る
新
卓
球
ル
ー
ル
を
準
用
。

・
１
試
合
を
５
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
で
行
い
、

３
セ
ッ
ト
先
取
で
勝
ち
と
す
る
。

・
１
セ
ッ
ト
を
11
本
先
取
と
し
、
デ
ュ
ー

ス
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
こ
か
ら
２
本

先
取
で
１
セ
ッ
ト
取
得
と
す
る
。

※
ハ
ン
デ
差
も
考
慮
し
ま
す
。（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◦
申
込
締
切
日　
２
月
21
日
（
金
）

◦
主
催

　
甲
州
市
・
甲
州
市
教
育
委
員
会

◦
主
管

　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部
・
甲
州

市
卓
球
協
会

問
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
卓
球
部（
髙
野
）

　
☎
０
９
０
‐
５
５
０
０
‐
１
９
５
９

第
14
回
甲
州
市
体
育
祭
り

支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
競
技
の
部

３
月
20
日
（
金
・
祝
）

塩
山
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

市
内
在
住
の
方

①
プ
レ
ー
費　
７
，
３
０
０
円
（
セ
ル
フ

プ
レ
ー
、
食
事
＋
１
ド
リ
ン
ク
付
）

②
参
加
費　
２
，０
０
０
円（
パ
ー
テ
ィ
ー

代
ほ
か
）

◦
競
技
方
法

①
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ス
ク

ラ
ッ
チ
競
技
と
す
る
。

②
各
支
部
成
績
上
位
５
名
の
合
計
ス
ト

ロ
ー
ク
と
す
る
。

③
男
子
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
テ
ィ
ー
、
女
子
は

レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ィ
ー
を
使
用
す
る
。

◦
申
込
締
切
日　
３
月
６
日
（
金
）

◦
主
催

　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
・
甲
州
市
教
育

委
員
会

◦
主
管

　
甲
州
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ゴ
ル
フ
部

問
各
支
部
ゴ
ル
フ
部
長

問
生
涯
学
習
課　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
対
策
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
８　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

わ
ん
ぱ
く
親
子
塾

作
っ
て
遊
ぼ
う
！

ほ
う
と
う
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
工
作
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

２
月
11
日
（
火
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

勝
沼
中
央
公
民
館

小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
ま
で
の
親
子

水
筒
、
上
履
き
、
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
カ

チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

◦
定
員　
親
子
20
組
（
50
名
ま
で
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

◦
申
込
方
法　
２
月
７
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
主
催

　
勝
沼
青
少
年
育
成
推
進
員
会

問
勝
沼
中
央
公
民
館

　
☎
44
‐
２
１
０
０

武
田
家
の
聖
地

フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

３
月
８
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

午
前
９
時
～
午
後
３
時

市
役
所
勝
沼
支
所　
駐
車
場
（
集
合
）

◦
定
員　
25
名

◦
行
程　
勝
沼
支
所
～
勝
沼
氏
館
跡
～
大

善
寺
～
武
田
不
動
尊
～
血
洗
沢
～
有
馬

晴
信
謫
居
の
跡
～
景
徳
院
～
勝
沼
支
所

※
一
部
バ
ス
移
動
あ
り
。

昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
雨

具
、
歩
き
や
す
い
服
装

◦
受
付
期
間

　
２
月
５
日
（
水
）
～
３
月
４
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
観
光
商
工
課　
交
流
イ
ベ
ン
ト
担
当

　
☎
32
‐
１
０
０
０

や
ま
な
し
大
運
動
会
２
０
２
０

山
梨
県
出
身
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か

ら
学
べ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
＆

運
動
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。

３
月
15
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

山
梨
市
民
総
合
体
育
館
・
山
梨
市
屋
内

温
水
プ
ー
ル

山
梨
県
お
よ
び
県
近
郊
の
小
学
校
４
年

生
～
６
年
生

◦
定
員　
１
０
０
名

◦
講
師

　
梶
原
宏
之
さ
ん
（
ラ
グ
ビ
ー
元
日
本
代

表
）、
佐
野
夢
加
さ
ん
（
ロ
ン
ド
ン
五

輪
陸
上
日
本
代
表
）、
須
藤
大
輔
さ
ん

（
元
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
）、
辻
知
恵

さ
ん
（
ア
テ
ネ
五
輪
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日

本
代
表
）、萩
原
智
子
さ
ん
（
シ
ド
ニ
ー

五
輪
競
泳
日
本
代
表
）

◦
申
込
締
切
日　
２
月
28
日
（
金
）

◦
申
込
方
法

①
メ
ー
ル

　

https://tream
.club

に
ア
ク
セ
ス

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
や
ま
な
し
大
運
動
会
２
０
２
０
事
務
局

　
（
ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社
内
）

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
５
４
‐
８
０
０
０

裁
判
所
採
用
試
験
説
明
会
・

職
場
見
学
会

３
月
３
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

高
校
生
、
大
学
生
、
令
和
２
年
４
月
１

日
現
在
で
30
歳
未
満
の
方

仕
事
紹
介
、
庁
舎
内
見
学
、
質
疑
応
答

◦
定
員　
30
名
程
度
（
先
着
順
）

◦
申
込
方
法

　
２
月
10
日
（
月
）
～
21
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
、
メ
ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◦
お
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
宛
先

　
〒
４
０
０
‐
０
０
３
２

　
甲
府
市
中
央
１
‐
１
０
‐
７

　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務
局

　
総
務
課
人
事
第
一
係

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
１
１
３
４

　
ＦＡＸ
０
５
５
‐
２
２
７
‐
１
６
０
６

　
odc.kou.jinji@

w
m

.courts.jp

要
申
込

要
申
込
・
無
料

要
申
込
・
無
料

要
申
込
・
無
料



広報こうしゅう29

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

文
化
的
景
観
講
演

「
か
つ
ぬ
ま
の
美
し
さ
に
、」

「
勝
沼
の
ブ
ド
ウ
畑
及
び
ワ
イ
ナ
リ
ー

群
の
文
化
的
景
観
」
に
つ
い
て
、
調
査

に
関
わ
っ
た
学
生
が
、
そ
の
魅
力
を
語

り
合
い
ま
す
。

２
月
28
日
（
金
）

午
後
４
時
30
分
～
７
時
頃

Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨

　
岩
崎
支
所　
共
選
所

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

巡
回
展「
山
梨
の
遺
跡
発
掘
展
」

県
内
で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
に
つ
い

て
、
各
遺
跡
の
調
査
成
果
を
パ
ネ
ル
展

示
し
ま
す
。

　
近
年
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
大
昔

の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
昨
年

実
施
さ
れ
た
展
示
の
巡
回
展
で
す
。

２
月
15
日
（
土
）
～
３
月
１
日
（
日
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
歴
史
民
俗
資
料
室

◦
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館

問
文
化
財
課　
文
化
財
保
護
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６

記
念
物
１
０
０
年
展

記
念
物
（
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物

等
）
保
護
制
度
施
行
１
０
０
周
年
に
あ

た
り
、
文
化
庁
で
は
多
く
の
方
に
記
念

物
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
記
念
物
１

０
０
年
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
参
加
事
業
と
し
て
、
記
念
物

１
０
０
年
展
を
開
催
中
で
す
。

２
月
９
日
（
日
）
ま
で

甲
州
市
民
文
化
会
館　
１
階

　
歴
史
民
俗
資
料
室

◦
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
休
館

問
文
化
財
課　
文
化
財
保
護
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
６

歴
史
講
演
会　
検
地
帳
か
ら
み

る
恵
林
寺
領
の
空
間
と
構
造

～
寺
を
支
え
る
人
々
～

３
月
14
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
大
会
議
室

◦
講
師　
内
藤
和
久 

氏
（
山
梨
郷
土
研

究
会
・
東
京
大
学
研
究
生
）

◦
主
催　
塩
山
郷
土
研
究
会

問
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

こ
ろ
柿
茶
会

天
日
の
み
で
干
し
上
げ
ら
れ
、
晩
秋
の

乾
風
と
太
陽
を
存
分
に
浴
び
た
「
こ
ろ

柿
」
の
お
菓
子
を
お
供
に
、
抹
茶
を
召

し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
恵
林
寺
の
大
書
院
で
、
身
近
な
自
然
の

美
し
さ
に
思
い
を
は
せ
る
ひ
と
と
き
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

２
月
29
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

※
ご
都
合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

恵
林
寺　
大
書
院

※
椅
子
席
も
ご
用
意
し
ま
す
。

※
車
で
お
越
し
の
方
は
、
黒
門
前
か
東
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

◦
主
催　
松
里
研
究
会

◦
協
力　
乾
徳
山
恵
林
寺

問
松
里
研
究
会
（
土
屋
）

　
☎
33
‐
３
０
２
４

富
士
山
科
学
研
究
所
イ
ベ
ン
ト

◎
富
士
山
の
日
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

２
月
22
日
（
土
）
～
24
日
（
月
・
休
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
、
山
梨
県

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
挑
戦
し
、
富
士
山
に

つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
以
下
の
方

◎
研
究
成
果
発
表
会

２
月
29
日
（
土
）

午
後
１
時
～
３
時
45
分

山
梨
県
立
図
書
館　
１
階

　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

今
年
度
、
富
士
山
研
が
取
り
組
ん
で
き

た
研
究
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所

　
環
境
教
育
・
交
流
部

　
☎
０
５
５
５
‐
７
２
‐
６
２
０
６

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

川
柳
作
品
を
展
示
し
ま
す

「
私
の
宝
物
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た

川
柳
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◦
展
示
場
所

　
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
ロ
ビ
ー

◦
展
示
期
間

　
２
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時

　
　
～
18
日
（
火
）
午
前
11
時

問
戸
籍
住
民
課　
国
保
・
年
金
担
当

　
☎
32
‐
５
１
７
３

申
込
不
要

申
込
不
要
・
無
料

申
込
不
要
・
無
料

申
込
不
要
・
無
料

無
料

無
料



令和 2 年 2 月 30

●サイバー犯罪とは・・・
　・インターネットショッピングで料金を支払ったが商品が届かない
　・掲示板やＳＮＳで誹謗・中傷などのコメントを書き込まれた
　・ゲームのアカウントが乗っ取られ、アイテムを売られてしまった　などのインターネットを利用した犯罪です。
～サイバー犯罪の被害に遭わないために～
★ＩＤ・パスワードを他人に知られないようにする！

ＩＤとパスワードは、利用者本人であることを証明する大切な情報です。
パスワードの使い回しなどをしないように気をつけましょう。

★不正侵入やウイルスの被害対策！
ウイルス検知ソフト等を導入して常に最新の状態にし、不審なメール・サイトは開かない、
信頼性の低いアプリケーションはインストールしないなど、被害防止に努めましょう。

◎山梨県警察ホームページもご確認ください！
　https://www.pref.yamanashi.jp/police/p_seikankyo/index.html
　または「山梨県警察サイバー」で検索！

　市では、山梨県総合県税事務所と合同で、市税の
滞納者から差し押さえた不動産の公売を実施しま
す。公売物件の購入を希望される場合は、入札への
参加が必要になります。公売物件の概要や入札手続
き等については、収納課までお問い合わせください。

■公売日時
　入札時間　２月１２日（水）
　　　　　　午後１時３０分～２時
　開札時間　２月１２日（水）
　　　　　　午後２時０１分

■公売会場　山梨県東八代合同庁舎 ３階 大会議室
　　　　　　（笛吹市石和町広瀬７８５番地）

■公売物件（土地）
　所　　在　甲州市塩山下塩後字匠内平８８３番地２
　地　　目　宅地
　地　　積　２５１．７２㎡
　見積価額　２，６５０，０００円
　公売保証金　２７０，０００円

■その他
　公売に参加するためには、左記の公売保証金の納
付が必要です。公売保証金を納付した後でなければ
入札できません。
　入札に際しては、あらかじめ公売物件の現況等を
ご確認いただき、収納課に備え付けの関係公簿を閲
覧した上で入札してください。
　ご不明な点および入札日に必要な書類等について
は、お問い合わせください。

問収納課　収納担当　☎３２ ‐ ５０７４

公売日は ２月１２日（水）です。
令和元年度　第４回合同不動産公売のお知らせ

公売物件の現地写真

凍結から水道管を守りましょう!
凍結させないために・・・
＊屋外にある蛇口に保温材や電熱線を巻くなど、水道
管を保温しましょう。

＊メーターボックス内に布や発泡スチロールを入れて、
メーター器を保温しましょう。

＊長期間不在になるときは、水抜き栓を操作して水道
管の中の水を抜きましょう。

＊他の対策ができないときは、少量の水を出すことで
凍結防止ができます。

　（水量に応じて水道料金も増加しますので、ご注意ください）

もし凍結してしまったら・・・
＊水道管が凍結・破損したときは、甲州市指定水道工事
業者に修理を依頼してください。

　（工事業者一覧表は、甲州市ホームページをご覧ください）

※熱湯をかけると、
　　　　水道管が破損する危険あり!
※熱湯をかけると、
　　　　水道管が破損する危険あり!

問上下水道課　☎３２‐２１１１

サイバー犯罪に注意 !
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★お問い合わせ先★
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

スリップ事故の防止について
　冬季は、積雪や凍結などによるスリップ事故が多発
します。積雪のない場所でも、橋の上や日陰では雪解
け水や霜による凍結から大変危険な状態になっている
箇所もあります。

　スタッドレスタイヤを着装するなど、防滑措置を講
じるとともに、タイヤの性能を過信することなく、ス
リップ交通事故を防止しましょう。

注
意
事
項

○急発進、急ハンドル、急ブレーキなど「急」
がつく危険な運転はしない。

○十分に減速し、車間距離をとる。
○道路標識や情報板に注意し、交通規制を守る。

　特に、橋の上・日陰・カーブ・坂道・交差点・トン
ネルの出入口を通過する際は、注意してください。

◆甲州市立図書館　巡回写真展
　「撮（と）れたて野菜」写真展
　甲州市出身の農業カメラマン・網野文絵氏による
野菜の写真展です。
■会場・会期
・甘草屋敷子ども図書館
　３月１日（日）まで
・勝沼図書館
　２月１日（土）
　　～２７日（木）まで

◆「プぺルバス」勝沼図書館来館
　みんなの笑顔に会いに行く！をコンセプトに西野亮
廣さん（にしのあきひろ）作の絵本『えんとつ町のプ
ぺル』の光る移動絵本展が勝沼図書館にやってきます。
　小型バスを改装した移動展覧会です。
■日時　２月８日（土）午後２時～５時
■会場　勝沼図書館　駐車場

◆塩山図書館　こどもワークショップ③
　紙コップ工作「カタカタ人形」＆
　　　　　「くるくるタコ」を作ろう！
■日時　２月２９日（土）午前１０時３０分～
■会場　甲州市民文化会館　３階　第２研修室
■定員　１５名
●参加申込は、塩山図書館まで（２月１日～受付開始）
※小学校低学年以下のお子さんは、保護者同伴でお申

し込みください。

◆塩山図書館および甘草屋敷子ども図書館　休館のお知らせ
　蔵書点検・館内整備作業のため、右記の期間は休館とさせていただきます。　３月２日（月）～１３日（金）

◆知的書評合戦ビブリオバトル IN 塩山㉔　
　紹介本のテーマ「 ねこ (=^・^=) 」
■日時　２月２２日（土）午後５時１５分～
■会場　塩山図書館　学習席
■内容　ねこをテーマに本を紹介します。
◆ビブリオバトル IN 塩山　学生大会⑤
■日時　３月２９日（日）午前１０時３０分～　
■会場　甲州市民文化会館　ロビー　　　
■発表者対象　小学校４年生～高校生　５名
★いずれの大会も当日の観戦は自由です。
　時間までに会場へお集まりください。
★バトラー（発表者）を募集しています。
※詳細は塩山図書館まで

◆ぶどうとワインの資料展 連動企画セミナー
　『明治十年仝十一年中往復記録』を読む
　連続講座（第１３回）
■日時　２月１６日（日）午後２時～
■会場　勝沼図書館　視聴覚室
■講師　小野正文 氏（甲州市文化財課文化財指導監）
※参加申込は、勝沼図書館まで

◆マジックポッケ春のお話会
■日時　３月１日（日）午前１０時３０分～
■会場　大和ふるさと会館　２階　研修室２
■内容　読み聞かせボランティア「マジックポッケ」

による、幼児～小学校低学年の皆さんに贈る春の楽
しいお話会です♪
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人口と世帯 （2020.1.1現在）
（　）内は前月比 人口 31,234人（−33）　男 15,115人（−18）　女 16,119人（−15）　世帯数 13,112世帯（−9）

　景観への関心を高めていただくため、周辺の景観になじむよう、
ガードレールを景観配慮色に塗り替える事業を毎年行っています。
　東京２０２０オリンピック聖火リレーコースであるフルーツライ
ン沿いを修景するため、ボランティア（スタッフ）を募集します。
●日時：２月２９日（土）午前９時～正午
●作業場所：菱山小学校周辺のフルーツライン（集合：菱山小学校）
※汚れてもよい服装でご参加ください。
●定員：６０名　　　●予備日：３月７日（土）
●申込方法：電話またはメールで、代表者の氏名、住所、電話番号、参加人数をご連絡ください。
問都市整備課　計画指導・景観担当　☎３２ ‐ ５０７２　o toshiseibi@city.koshu.lg.jp

入場
無料

大会次第
１部 開会行事
２部 子どもたちの意見発表

Ⅰ ) 奥野田小学校 ６年 雨宮 紗良さん
Ⅱ ) 松里中学校 ２年 田口 幸斗さん

３部 童謡フェスティバル
Ⅰ ) 甲州市民による童謡・叙情歌の合唱
Ⅱ ) 若林秀和さん童謡コンサート

有
料
広
告

塩山下於曽 1541-1
（塩山バイパス通り）

10：00〜19：00（水曜定休）

☎３２–１３２５ P有

お 値 打 ち 品 満 載！

有
料
広
告

甲州市生涯学習推進大会
～ともに学びあい・ともにふれあい・ともに支えあい～

令和元年度

２月15日（土） １３：００～（１２：３０開場）
甲州市民文化会館 問甲州市生涯学習市民協議会（事務局 生涯学習課内）

　☎３２ ‐ ５０９７

甲州市景観改善事業 東京２０２０オリンピック聖火リレーを美しい景観で迎えよう!
要申込・無料


